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は
じ
め
に

本
論
は
、『
相
模
国
文
』
第
五
一
号
（
二
〇
二
四
年
三
月
）
に
掲

載
し
た
研
究
ノ
ー
ト
「『
甘か
ん
た
く
よ
う

澤
謠
』「
圓え
ん
か
ん觀
」
お
よ
び
蘇そ

軾し
ょ
く「
僧そ
う

圓え
ん
た
く
で
ん

澤
傳
」
訳
注
」
に
続
き
、
北
宋
・
賛さ
ん
ね
い寧
撰
『
宋そ
う
こ
う
そ
う
で
ん

高
僧
傳
』
収
載

の
「
唐と
う
ら
く
け
い

洛
京
慧え

林り
ん

寺じ

圓え
ん
か
ん
で
ん

觀
傳
」
の
書
き
下
し
と
現
代
語
訳
、
注
釈

を
附
し
た
上
で
、
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

『
宋
高
僧
傳
』「
唐
洛
京
慧
林
寺
圓
觀
傳
」
は
、
唐
代
伝
奇
『
甘

澤
謠
』「
圓
觀
」
を
下
敷
き
に
す
る
。
し
か
し
そ
の
内
容
や
表
現

を
め
ぐ
っ
て
は
、後
世
の
北
宋
・
蘇
軾
「
僧
圓
澤
傳
」
と
同
様
に
、

原
典
と
は
大
き
く
異
な
る
箇
所
も
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
本
作
品
も

ま
た
、『
甘
澤
謠
』「
圓
觀
」
の
後
世
に
お
け
る
受
容
と
展
開
を
見

る
上
で
不
可
欠
な
資
料
と
言
え
る
の
だ
が
、
未
だ
十
分
な
検
討
が

為
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

以
後
、
書
名
お
よ
び
作
品
名
、
引
用
し
た
原
文
は
正
字
体
（
旧

字
体
）
に
て
表
記
し
（
例
『
宋
高
僧
傳
』、『
舊
唐
書
』）、
書
き
下
し
や

現
代
語
訳
は
常
用
字
を
使
用
し
、
書
き
下
し
は
現
代
仮
名
遣
い
を

用
い
る
。
さ
ら
に
、作
品
名
か
つ
登
場
人
物
名
の
圓
觀
（
円
観
）
は
、

統
一
し
て
正
字
体
で
示
す
。
な
お
、唐
・
袁え
ん
こ
う郊『
甘
澤
謠
』「
圓
觀
」

と
蘇
軾
「
僧
圓
澤
傳
（
僧
円
沢
伝
）」
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
て
作

者
の
経
歴
や
作
品
の
概
要
、
お
よ
び
作
品
構
成
の
特
徴
等
を
論
じ

て
い
る
た
め（
１
）、

今
回
は
特
に
説
明
し
な
い
。

１
．『
宋
高
僧
傳
』
と
は

は
じ
め
に
、『
宋
高
僧
傳
』
の
概
要
を
説
明
す
る
。

『
宋
高
僧
傳
』
と
は
、
唐
か
ら
五
代
十
国
、
北
宋
に
か
け
て
の

高
僧
た
ち
の
伝
記
を
集
成
し
た
史
伝
で
、僧
侶
・
賛
寧
（
九
一
九
│ 

『
宋
高
僧
傳
』「
唐
洛
京
慧
林
寺
圓
觀
傳
」
訳
注 

�

お
よ
び
考
察

加
納　

留
美
子
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一
〇
〇
一
）
が
編
纂
し
、
北
宋
の
端
拱
元
年
（
九
八
八
）
に
完
成
さ

せ
た
。

先
行
研
究
で
あ
る
楊
志
飛
『
賛
寧
「
宋
高
僧
傳
」
研
究
』（
巴

蜀
書
社
、
二
〇
一
六
年
、
三
八
│

五
〇
頁
）
に
よ
れ
ば
、
編
纂
者
の
賛

寧
は
呉
興
郡
清
徳
県
の
人
で
、
姓
は
高
氏
。
十
歳
で
杭
州
興
龍
寺

に
て
出
家
し
、
二
十
一
歳
頃
に
天
台
山
に
て
「
具
足
戒
〔
筆
者
注
：

二
十
歳
を
超
え
た
者
が
受
け
ら
れ
る
戒
律
。
二
五
〇
条
の
律
蔵
の
遵
守
を
要

す
る（
２
）〕」

を
受
け
、
比
丘
〔
正
規
の
僧
侶
〕
と
な
っ
た
。
当
時
の
杭

州
は
呉
越
国
に
属
し
た
が
、
賛
寧
は
呉
越
王
か
ら
の
信
任
厚
く
、

六
十
歳
を
迎
え
た
年
（
九
七
八
）
に
呉
越
王
が
宋
に
帰
順
し
た
際

に
は
、
王
に
従
っ
て
宋
の
朝
廷
へ
赴
い
た
。
更
に
宋
の
皇
帝
・
太

宗
か
ら
も
重
用
さ
れ
た
賛
寧
は
、太
平
興
国
七
年（
九
八
二
）に『
宋

高
僧
傳
』
編
纂
の
勅
命
を
受
け
る
と
、端
拱
元
年
（
九
八
八
）、七
十

歳
の
年
に
杭
州
に
て
編
纂
作
業
を
終
え
、
弟
子
を
通
じ
て
『
宋
高

僧
傳
』
を
朝
廷
へ
奉
呈
し
た
。

五
代
十
国
か
ら
北
宋
に
至
る
激
動
の
時
代
を
生
き
た
賛
寧
は
、

そ
の
学
識
才
覚
を
以
て
最
高
権
力
者
た
ち
か
ら
厚
い
信
任
を
得
て

い
た
。
賛
寧
の
業
績
は
こ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、『
宋
高
僧
傳
』

に
加
え
て
『
大
宋
僧
史
略
』、『
鷲
嶺
聖
賢
録
』、『
聖
賢
事
跡
』
等

の
編
纂
事
業
に
従
事
し
、
さ
ら
に
は
各
地
の
治
水
工
事
の
監
督
指

導
ま
で
行
っ
た（
３
）。

そ
し
て
淳
化
二
年
（
九
九
一
）
に
は
、
史
館
〔
歴

史
書
の
編
纂
を
担
当
す
る
役
所
〕
の
職
を
授
け
ら
れ
る
。
史
館
と
は
、

主
に
儒
学
を
修
め
た
官
僚
が
担
う
役
職
で
あ
る
。
そ
の
史
館
に
任

命
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
賛
寧
は
仏
僧
で
あ
り
な
が
ら
、
士
大
夫
階 

層
と
の
融
合
を
果
た
し
て
い
た
の
だ
と
指
摘
す
る
学
者
も
い
る（
４
）。 

実
際
、
賛
寧
は
朝
廷
の
文
人
官
僚
た
ち
と
交
流
を
重
ね
、
徐じ
ょ
げ
ん鉉
・

王お
う

禹う

偁し
ょ
う・

李り

昉ぼ
う

ら
と
の
交
遊
が
確
認
さ
れ
る（
５
）。

中
で
も
王
禹
偁

は
、
元
来
強
硬
な
廃
仏
主
義
を
掲
げ
た
反
面
、
賛
寧
の
学
識
に
深

く
傾
倒
し
た
士
大
夫
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
賛
寧
の
作
品
集
に
寄
せ

た
序
文
「
左
街
僧
錄
通
惠
大
師
文
集
序
」（『
小
畜
集
』
巻
二
〇
）
で
は
、

賛
寧
の
事
績
を
詳
述
し
、
賛
寧
の
経
歴
や
『
宋
高
僧
傳
』
編
纂

過
程
を
知
る
上
で
の
重
要
な
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
「
贈

贊
甯
大
師
」（『
小
畜
集
』
巻
七
）
詩
で
は
、「
詔
修
の
僧
史 

浙
江
の

浜
、万
巻
書
中 

老
一
身
（
詔
修
僧
史
浙
江
濱
、萬
卷
書
中
老
一
身
）」
と
、

皇
帝
の
詔
勅
を
受
け
て
史
館
に
仕
え
る
賛
寧
の
博
識
ぶ
り
を
称
え

て
い
る（
６
）。

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
賛
寧
が
撰
し
た
『
宋
高
僧
傳
』
は
、

唐
か
ら
五
代
・
宋
に
か
け
て
活
躍
し
た
六
五
六
名
の
高
僧
の
事
跡

を
収
集
し
た
も
の
で
あ
る（
７
）。

そ
の
名
が
示
す
通
り
、
六
朝
梁
の

慧え

皎こ
う

（
四
九
七
│

五
五
四
）
の
『
高
僧
傳
』、
唐
の
道ど
う

宣せ
ん

（
五
九
六
│

六
六
七
）
の
『
續
高
僧
傳
』
の
内
容
や
体
裁
を
継
承
し
て
い
る
。

『
宋
高
僧
傳
』
の
特
色
に
つ
い
て
、
竺
沙
雅
章
氏
は
「
こ
の
僧
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伝
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
、
感
通
篇
に
神
異
的
な
僧
の
伝
記
を
多

く
入
れ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
全
三
十
巻
の
う
ち
、
感
通
篇

が
五
巻
を
占
め
、
登
載
す
る
僧
伝
は
、
正
伝
と
附
見
を
合
わ
せ
て

百
十
二
人
、
全
体
の
人
数
の
五
割
近
く
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
賛
寧
が
仏
教
の
教
学
面
だ
け
で
な
く
、
社
会
、
民
衆
の
な

か
に
生
き
た
、
信
仰
と
し
て
の
仏
教
活
動
を
重
視
し
た
表
れ
と
み

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
説
明
す
る（
８
）。

「
感
通
篇
」
は
僧
侶
の
不
可
思
議
な
事
跡
や
法
力
を
挙
げ
た
部

門
で
、
鼻
祖
で
あ
る
『
高
僧
傳
』
の
「
神
異
篇
」
に
相
当
し
よ
う（
９
）。

『
宋
高
僧
傳
』「
感
通
篇
」
は
巻
一
八
か
ら
巻
二
二
に
該
当
し
、
そ

こ
に
は
今
回
訳
注
を
行
う
「
唐
洛
京
慧
林
寺
圓
觀
傳
」（
巻
二
〇
）

や
、
同
じ
『
甘
澤
謠
』
に
取
材
し
た
「
唐
南
嶽
山
明
瓚
傳
」（
巻

一
九
）
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
二
作
品
は
、
い
ず
れ
も
僧
侶
が

人
知
を
超
え
た
存
在
と
し
て
登
場
し
、
登
場
人
物
に
予
言
を
与
え

る
な
ど
不
可
思
議
な
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
二
作

に
留
ま
ら
ず
、「
感
通
篇
」
に
は
『
甘
澤
謠
』
の
如
き
伝
奇
や
筆

記
小
説
等
に
取
材
し
た
と
指
摘
さ
れ
る
も
の
が
多
い（
10
）。

そ
の
展
開

や
描
写
は
読
者
の
耳
目
を
驚
か
す
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
に

富
み
、
確
か
に
竺
沙
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
賛
寧
が
仏
教
信
仰

の
来
源
を
重
視
し
た
様
子
が
窺
え
る
。

２
．『
宋
高
僧
傳
』「
圓
觀
傳
」
訳
注

次
に
、『
宋
高
僧
傳
』「
圓
觀
傳
」
の
訳
注
を
行
う
。
体
裁
は
、

前
号
を
踏
襲
す
る
。

〔
凡
例
〕

・
原
文
、
書
き
下
し
、
現
代
語
訳
、
語
釈
の
順
で
示
す
。
原
文

は
文
脈
に
応
じ
て
適
宜
改
行
し
た
。
文
意
を
補
う
為
、（　
　

）

を
用
い
た
箇
所
が
あ
る
。
原
文
は
正
字
体
を
、
書
き
下
し
や
現

代
語
訳
は
常
用
字
を
使
用
す
る
。
ま
た
、
書
き
下
し
は
現
代
仮

名
遣
い
を
用
い
る
。

・
原
文
は
、宋
・
賛
寧
撰
、范
祥
雍
点
校
『
宋
高
僧
傳
』（
中
華
書
局
、

中
国
仏
教
経
典
籍
選
刊
、
一
九
八
七
年
）
よ
り
引
用
し
た
。
本
書
は

現
存
唯
一
の
宋
版
の
蔵
経
で
あ
る
「
磧
砂
蔵
経
本
」
を
底
本
と

す
る
。

・
原
文
の
表
記
に
つ
い
て
、
異
体
字
を
正
字
体
に
改
め
た
箇
所
が

あ
る
。

・
語
釈
に
対
応
す
る
箇
所
と
し
て
、
原
文
に
番
号
①
、
②
…
を

振
っ
た
。
な
お
、
★
が
付
く
も
の
は
、
前
号
で
既
出
の
為
、
簡

略
な
説
明
に
留
め
て
い
る
。
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【
原
文
】

釋
圓
觀
。
不
知
何
許
人
也
。
居
于
洛
①
★
宅
。
率
性
②
踈
簡
③
、

或
勤
梵
學
④
★
、
而
好
治
生
⑤
。
獲
田
園
之
利
、
時
謂
之
空
門
猗
頓
⑥ 

也
。
此
外
施
爲
⑦
絕
異
、
且
通
音
律
。

大
曆
⑧
★
末
、
與
李
源
爲
忘
形
⑨
之
友
。
源
父
憕
居
守
⑩
★
、
天

寶
⑪
★
末
陷
于
賊
中
、
遂
將
家
業
舍
入
⑫
洛
城
北
慧
林
寺
⑬
★
、
即

憕
之
別
墅
也
。
以
爲
公
用
無
盡
財
⑭
也
。
但
日
給
一
器
、
隨
僧
衆

飲
食
而
已
。
如
此
三
年
。

源
好
服
食
⑮
。
忽
約
觀
游
蜀
青
城
峨
嵋
⑯
★
等
山
洞
求
藥
⑰
★
。

觀
欲
游
長
安
、
由
斜
谷
⑱
★
路
。
李
欲
自
荊
入
峽
⑲
★
。
爭
此
二
途
、

半
年
未
決
。
李
曰
、「
吾
已
不
事
王
侯
、
行
不
願
歷
兩
京
道
矣
」。

觀
曰
、「
行
無
固
必
⑳
。
請
從
子
命
」。

遂
自
荊
上
峽
行
次
南
浦
�
★
。
泊
舟
、
見
數
婦
女
縧
達
錦
璫
�
★
、

負
罌
而
汲
。
觀
俛
首
而
泣
曰
、「
某
不
欲
經
此
者
、
恐
見
此
婦
人

也
」。
李
曰
、「
自
上
峽
來
、
此
徒
不
少
。
奚
獨
泣
爲
�
」。

觀
曰
、「
其
孕
婦
王
氏
者
、
是
某
託
身
�
★
之
所
也
。
已
逾
三
載
、

尚
未
解
娩
、
唯
以
吾
未
來
故
。
今
既
見
矣
、
命
有
所
歸
。
釋
氏
�
★ 

所
謂
循
環
�
者
也
。
請
君
用
符
咒
�
★
遣
其
速
生
。
且
少
留
行
舟
、

葬
吾
山
谷
。
其
家
浴
兒
�
★
時
、
亦
望
君
訪
臨
。
若
相
顧
一
笑
、
是

識
認
君
也
。
後
十
二
年
當
中
秋
�
★
月
夜
、
專
�
于
錢
塘
天
竺
寺
�
★ 

外
。
乃
是
與
君
相
見
之
期
也
。」

李
追
悔
此
之
一
行
致
�
觀
到
此
、
哀
慟
殆
絕
。
召
孕
婦
告
以
其

事
、
婦
人
喜
躍
還
。
頃
之
�
、
親
族
畢
集
、
以
枯
魚
濁
酒
饋
于
水

濱
�
★
。
李
往
授
符
水
�
。
觀
具
其
沐
浴
、新
其
衣
裝
。
觀
其
死
矣
、

孕
婦
生
焉
。

李
三
日
往
看
新
兒
、
襁
抱
就
明
�
★
、
果
致
一
笑
。
李
泣
具
告

王
氏
。
王
氏
厚
葬
觀
。
明
日
李
回
棹
�
★
、
歸
慧
林
寺
。
詢
問
�
弟

子
、
方
知
已
理
命
�
★
矣
。

李
常
念
杭
州
之
約
。
至
期
、
到
天
竺
山
寺
。
其
夜
桂
魄
皎
然
�
、

忽
聞
葛
洪
井
�
★
畔
有
牧
童
歌
「
竹
枝
」
�
★
者
。
乘
牛
扣
角
、
雙

髻
�
★
短
衣
、
徐
至
寺
前
、
乃
觀
也
。
李
趨
拜
�
曰
、「
觀
公
健
否
」。

曰
、「
李
公
眞
信
士
。
我
與
君
殊
途
�
★
、
愼
勿
相
近
。
君
俗
緣
�
★

未
盡
、
但
且
勤
修
�
★
。
不
墮
即
遂
相
見
」。

李
無
由
序
語
、望
之
澘
然
�
★
。
觀
又
歌
「
竹
枝
」、杳
裊
�
前
去
。

詞
切
調
高
、
莫
知
所
謂
。
歎
曰
、「
眞
得
道
之
僧
也
。
咫
尺
�
懸
隔
、

聖
凡
路
殊
。
諒
有
之
乎
」。

初
、
源
忿
父
遇
害
賊
庭
�
、
時
方
八
歲
、
爲
群
賊
所
虜
。
流
浪

南
北
、
展
轉
人
家
。
凡
六
七
年
、
歸
于
近
親
。
代
宗
�
聞
之
、
授

河
府
掾
�
。
源
遂
絕
酒
肉
、
不
婚
娶
、
不
役
童
僕
。
常
依
慧
林
寺
、

寓
一
室
、
隨
僧
齋
食
。
先
命
穴
其
野
以
備
終
制
�
、
時
時
往
眠
其

間
。
至
于
榮
辱
是
非
、
一
皆
均
等
也
。

時
相
國
李
公
德
裕
�
★
表
�
薦
之
、
遂
授
諫
議
大
夫
�
★
。
于
時
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源
已
年
八
十
餘
矣
、
抗
表
不
起
。
二
年
而
卒
、
長
慶
二
年
也
。

系
曰
�
。
圓
觀
未
死
先
寄
胎
者
、
聞
必
不
信
。
何
耶
。
違
諸
聖

教
也
。
嘗
聞
閩
�
尼
多
許
�
。
族
姓
�
家
婦
女
爲
�
兒
、
云
便
來
也
。

及
終
、
有
以
朱
題
髀
�
。
當
日
有
家
生
子
、
身
有
赤
文
「
便
來
」

二
字
焉
。
此
類
亦
多
。
莊
子
�
所
謂
「
曲
士
不
可
與
語
道
者
、
束

于
教
也
」
�
。
其
或
竺
乾
�
異
計
�
有
教
未
來
。
佛
或
別
會
曾
談
�
、

見
有
我
宗
自
許
�
。
若
然
者
、
未
可
定
執
�
已
行
之
教
矣
。
其
如

觀
也
、
果
證
高
深
�
、
同
「
智
論
」
�
中
多
種
不
思
議
也
。
心
思

言
議
、
千
里
難
追
矣
。

【
書
き
下
し
】

釈
圓
觀
。
何い
ず
こ許
の
人
か
知
ら
ざ
る
な
り
。
洛
宅
に
居
す
。
率
性

に
し
て
疏
簡
、
或
い
は
梵
学
に
勤
め
、
而
し
て
治
生
を
好
む
。
田

園
の
利
を
獲え

、
時
に
之
を
空
門
の
猗
頓
と
謂
う
な
り
。
此
の
外
施

為
絶
異
に
し
て
、
且
つ
音
律
に
通
ず
。

大
暦
の
末
、
李
源
と
忘
形
の
友
と
為
る
。
源
の
父
憕
ち
ょ
うは

居
守
に

し
て
、
天
宝
の
末
賊
中
に
陥
り
、
遂
に
家
業
を
将も
っ

て
洛
城
北
慧
林

寺
に
舍
入
す
、
即
ち
憕
の
別
墅
な
り
。
以お
も
え為
ら
く
、
無
尽
財
に
公

用
せ
ん
と
す
る
な
り
。
但
だ
日
び
一
器
を
給
い
、
僧
衆
に
随
い
て

飲
食
す
る
の
み
。
此
く
の
如
く
す
る
こ
と
三
年
な
り
。

源
服
食
を
好
む
。
忽
ち
觀
と
蜀
の
青
城
・
峨
嵋
等
の
山
洞
に
游

び
薬
を
求
む
る
を
約
す
。
觀
長
安
に
游
び
、
斜
谷
路
よ
り
せ
ん
と

欲
す
。
李
荊
よ
り
峡
に
入
ら
ん
と
欲
す
。
此
の
二
途
を
争
い
、
半

年
な
る
と
も
未
だ
決
せ
ず
。
李
曰
く
、「
吾
已
に
王
侯
に
事つ
か

え
ざ

れ
ば
、
行
両
京
の
道
を
歴ふ

る
を
願
わ
ざ
る
な
り
」
と
。
觀
曰
く
、

「
行
に
固
よ
り
必
無
し
。
請
う
子
の
命
に
従
わ
ん
」
と
。

遂
に
荊
よ
り
峡
を
上
り
て
行
き
南
浦
に
次い
た

る
。
舟
を
泊
め
、
数

婦
女
の
縧と
う

の
錦き
ん
と
う璫
に
達
し
、
罌
を
負
い
て
汲
む
を
見
た
り
。
觀
首

を
俛う
つ
むき
て
泣
き
て
曰
く
、「
某
そ
れ
が
し此
を
経
る
を
欲
せ
ざ
る
は
、
此
の

婦
人
を
見
る
を
恐
る
れ
ば
な
り
」
と
。
李
曰
く
、「
峡
を
上
り
て

よ
り
来
た
る
に
、此
の
徒
少
な
か
ら
ず
。
奚な
ん

ぞ
独
り
泣
く
や
」
と
。

觀
曰
く
、「
其
の
孕
婦
王
氏
は
、
是
れ
某
の
托
身
の
所
な
り
。

已
に
三
載
を
逾こ

ゆ
る
も
、
尚
未
だ
解
娩
せ
ざ
る
は
、
唯
だ
吾
の
未

だ
来
ざ
る
の
故
を
以
て
す
。
今
既
に
見
た
れ
ば
、
命
の
帰
す
る
所

有
ら
ん
。
釈
氏
の
謂
う
所
の
循
環
な
る
者
な
り
。
請
う
君
符
咒
を

用
い
て
其
れ
を
し
て
速
生
せ
し
め
よ
。
且
つ
少や

や
行
舟
を
留
め

て
、
吾
を
山
谷
に
葬
れ
。
其
の
家
浴
児
す
る
時
、
亦
た
君
の
訪
臨

を
望
む
。
若
し
相
顧
み
て
一
笑
せ
ば
、
是
れ
君
を
識
認
す
る
な

り
。
後
十
二
年
中
秋
月
夜
に
当
た
り
て
、
銭
塘
天
竺
寺
外
に
専も
っ
ぱら

に
せ
よ
。
乃
ち
是
れ
君
と
相
見ま
み

ゆ
る
の
期
な
り
」
と
。

李
此
の
一
行
に
て
觀
の
此
に
到
る
を
致
す
を
追
悔
し
、
哀
慟
し
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て
殆
ん
ど
絶
え
ん
と
す
。
孕
婦
を
召
し
て
以
て
其
の
事
を
告
ぐ
れ

ば
、
婦
人
喜
躍
し
て
還
る
。
頃け
い
し之
し
て
、
親
族
畢
こ
と
ご
とく
集
い
、
枯
魚

濁
酒
を
以
て
水
浜
に
饋お
く

る
。
李
往
き
て
符
水
を
授
く
。
觀
其
の
沐

浴
を
具そ
な

え
其
の
衣
装
を
新
た
に
す
。
觀
其
れ
死
に
、
孕
婦
生
む
。

李
三
日
に
し
て
往
き
て
新
児
を
看
れ
ば
、
襁
抱
就
ち
明
じ
、
果

た
し
て
一
笑
を
致
す
。
李
泣
き
て
具つ
ぶ
さに

王
氏
に
告
ぐ
。
王
氏
厚
く

觀
を
葬
る
。
明
日
李
棹
を
回
ら
せ
、
慧
林
寺
に
帰
る
。
弟
子
を
詢

問
し
、
方ま
さ

に
已
に
理
命
せ
り
と
知
る
。

李
常
に
杭
州
の
約
を
念
う
。
期
に
至
り
、
天
竺
山
寺
に
到
る
。

其
の
夜
桂
魄
皎
然
と
し
、
忽
ち
葛
洪
井
の
畔
に
牧
童
の
「
竹
枝
」

を
歌
う
者
有
る
を
聞
く
。
牛
に
乗
り
て
角
を
扣た
た

き
、
双
髻
短
衣
な

り
て
、
徐
お
も
む
ろに

寺
前
に
至
れ
ば
、
乃
ち
觀
な
り
。
李
趨
拝
し
て
曰
く
、

「
觀
公
健
な
る
か
否
か
」
と
。
曰
く
、「
李
公
真
に
信
士
な
り
。
我

君
と
途
を
殊
に
す
、
慎
み
て
相
近
づ
く
こ
と
勿
か
れ
。
君
俗
縁
未

だ
尽
き
ざ
れ
ば
、
但
だ
且い
さ
さか
勤
修
せ
よ
。
堕
ち
ざ
れ
ば
即
ち
遂
に

相
見ま
み

え
ん
」
と
。

李
語
を
序の

ぶ
る
由よ
し

無
く
、
之
を
望
み
て
澘さ
ん

然ぜ
ん

た
り
。
觀
又
「
竹

枝
」
を
歌
い
、
杳よ
う
じ
ょ
う裊

と
し
て
前す
す

み
去
る
。
詞
切
に
し
て
調
高
く
、

謂
う
所
を
知
る
莫
し
。
歎
じ
て
曰
く
、「
真
に
得
道
の
僧
な
り
。

咫
尺
の
懸
隔
な
る
も
、
聖
凡
路
殊
に
す
。
諒ま
こ
とに

之
有
る
か
」
と
。

初
め
、
源
父
の
害
を
賊
庭
に
遭
う
を
忿い
か

る
も
、
時
に
方ま
さ

に
八
歳

に
し
て
、
群
賊
の
虜
す
る
所
と
為
る
。
南
北
を
流
浪
し
、
人
家
を

展
転
と
す
。
凡
そ
六
七
年
に
し
て
、
近
親
に
帰
る
。
代
宗
之
を
聞

き
、
河
府
掾え
ん

を
授
く
。
源
遂
に
酒
肉
を
絶
ち
、
婚
娶
せ
ず
、
童
僕

を
役
せ
ず
。
常
に
慧
林
寺
に
依
り
て
、
一
室
に
寓
し
、
僧
に
随
い

て
斎
食
す
。
先
に
命
じ
て
其
の
野
に
穴う
が

た
し
め
て
以
て
終
制
に
備

え
、
時
時
往
き
て
其
の
間
に
眠
る
。
栄
辱
是
非
に
至
り
て
は
、
一

に
皆
均
等
と
す
る
な
り
。

時
に
相
国
李
公
徳
裕
表
し
て
之
を
薦
め
、
遂
に
諫
議
大
夫
を
授

く
。
時
に
于お

い
て
源
已
に
年
八
十
余
に
し
て
、
表
に
抗
い
て
起
き

ず
。
二
年
に
し
て
卒し
ゅ
っす
、
長ち
ょ
う
け
い慶二
年
な
り
。

系
曰
く
。
圓
觀
未
だ
死
せ
ず
し
て
先
に
胎
に
寄
す
る
は
、
聞
く

も
の
必
ず
信
じ
ざ
ら
ん
。
何
ぞ
や
。
諸
聖
の
教
え
に
違
え
ば
な
り
。

嘗
て
閩
尼
に
聞
く
こ
と
多
許
な
り
。
族
姓
の
家
の
婦
女
児
を
為
し
、

便
来
と
云
う
な
り
。
終
に
及
び
、
朱
を
以
て
髀も
も

に
題
す
る
有
り
。

当
日
家
に
子
を
生
む
有
り
て
、身
に
赤
文
の
「
便
来
」
二
字
有
り
。

此
の
類
亦
た
多
し
。
荘
子
謂
う
所
の
「
曲
士
は
与と
も

に
道
を
語
る
べ

か
ら
ざ
る
は
、
教
え
に
束し
ば

ら
る
れ
ば
な
り
」
な
り
。
其
れ
或
い
は

竺じ
く
け
ん乾

の
異
計
に
教
え
の
未
だ
来
た
ら
ざ
る
有
ら
ん
。
仏
或
い
は
別

に
会
し
て
曽
て
談
じ
、
我
が
宗
の
自
許
す
る
有
る
を
見
ん
。
若
し

然
ら
ば
、
未
だ
已
に
行
わ
る
る
の
教
え
な
り
と
定
執
す
べ
か
ら
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ず
。
其
れ
觀
の
如
き
や
、
果
証
高
深
に
し
て
、「
智
論
」
中
の
多

種
不
思
議
と
同
じ
く
す
る
な
ら
ん
。
心
思
言
議
、
千
里
に
し
て
追

い
難
し
。

【
現
代
語
訳
】

僧
侶
の
圓
觀
は
、
ど
こ
の
出
自
の
者
か
は
分
か
ら
な
い
。
洛
陽

の
寺
社
に
起
居
し
て
い
た
。
天
性
に
従
っ
て
思
う
ま
ま
に
行
動
す

る
粗
略
な
性
格
で
あ
り
、
仏
学
に
打
ち
込
む
一
方
で
、
収
入
を
得

て
生
計
を
立
て
る
こ
と
を
好
ん
だ
。
荘
園
か
ら
あ
が
る
利
益
を
収

得
し
、
時
の
人
か
ら
「
仏
門
の
富
豪
ど
の
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
以
外
の
行
動
も
常
人
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
加
え

て
音
律
に
通
暁
し
て
い
た
。

大
暦
年
間
の
末
、（
圓
觀
は
）
李
源
と
心
の
通
じ
合
う
無
二
の
友

と
な
っ
た
。
李
源
の
父
の
憕
は
洛
陽
の
留
守
で
あ
っ
た
が
、
天
宝

年
間
の
末
（
安
禄
山
の
乱
で
）
逆
賊
の
手
に
か
け
ら
れ
る
と
、（
李
源

は
）
家
産
を
洛
陽
北
に
位
置
す
る
慧
林
寺
に
喜
捨
し
た
が
、（
こ
の

慧
林
寺
は
）
す
な
わ
ち
李
憕
の
別
荘
だ
っ
た
も
の
で
あ
る
。（
李
源

は
家
産
を
寺
社
の
）
公
共
に
用
い
る
「
無
尽
財
」
に
宛
が
お
う
と
考

え
た
の
で
あ
る
。（
そ
し
て
李
源
は
）
日
々
一
膳
の
食
事
を
も
ら
い
、

僧
た
ち
に
従
っ
て
飲
食
す
る
だ
け
で
過
ご
し
た
。
こ
の
よ
う
な
暮

ら
し
が
、
三
年
続
い
た
。

李
源
は
丹
薬
を
服
用
す
る
こ
と
を
好
ん
で
い
た
。（
そ
う
し
た

中
）
ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
、
圓
觀
と
蜀
の
青
城
山
や
峨
眉
山
な
ど

の
山
洞
に
遊
び
、
薬
を
求
め
よ
う
と
約
束
し
た
。（
洛
陽
か
ら
蜀
へ

向
か
う
に
当
た
っ
て
、）
圓
觀
は
長
安
を
訪
問
し
、（
そ
れ
か
ら
）
斜
谷

を
経
由
し
よ
う
と
考
え
た
。（
一
方
の
）
李
源
は
、
荊
州
よ
り
三
峡

に
入
ろ
う
と
し
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
旅
程
を
巡
っ
て
争
い
、
半
年

経
っ
て
も
決
定
で
き
ず
に
い
た
。
李
源
が
「
私
は
既
に
王
侯
に
仕

え
て
い
な
い
か
ら
、
今
回
の
旅
程
と
て
、
両
京
を
経
由
し
た
く
な

い
の
で
す
」
と
主
張
し
た
。（
そ
れ
を
聞
い
た
）
圓
觀
は
、「
運
命
は

動
か
せ
な
い
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
し
な
。
ど
う
か
あ
な
た
の
ご

命
令
に
従
わ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た
。

そ
し
て
荊
州
よ
り
長
江
三
峡
を
遡
航
し
、
南
浦
に
至
っ
た
。
舟

を
停
泊
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
平
織
り
の
絹
ひ
も
と
耳
飾
り
で
着
飾
っ

た
婦
人
た
ち
数
人
が
、
甕
を
背
負
っ
て
水
を
汲
む
の
を
見
か
け

た
。
圓
觀
は
顔
を
俯
か
せ
て
涙
を
流
し
、「
私
が
こ
こ
を
経
由
し

た
く
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
婦
人
に
会
う
の
を
恐
れ
た
為
で
す
」

と
言
っ
た
。
李
源
は
、「
三
峡
を
遡
上
し
て
よ
り
、
あ
あ
し
た
身

な
り
の
婦
人
は
少
な
か
ら
ず
い
ま
し
た
。
何
故
彼
女
だ
け
の
こ
と

で
泣
い
て
し
ま
う
の
で
す
」
と
訊
ね
た
。

す
る
と
圓
觀
は
、「
あ
の
姓
が
王
と
い
う
妊
婦
は
、
私
が
転
生

し
て
宿
る
相
手
な
の
で
す
。
も
う
三
年
を
経
過
し
た
の
に
、（
彼
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女
が
）
い
ま
だ
な
お
出
産
で
き
ず
に
い
た
の
は
、
私
が
来
ず
に
い

た
為
だ
っ
た
の
で
す
。
今
や
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
以
上
、（
定
め
ら

れ
た
）
運
命
へ
帰
す
所
と
な
る
で
し
ょ
う
。（
こ
れ
ぞ
）
仏
教
の
説

く
輪
廻
転
生
で
す
。（
こ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
以
上
）
あ
な
た
に
は
ま

じ
な
い
を
用
い
て
、
そ
の
胎
児
が
速
や
か
に
生
ま
れ
変
わ
る
よ
う

に
手
伝
っ
て
頂
き
た
い
。
加
え
て
、
少
し
の
間
舟
を
留
め
て
、
私

を
山
谷
に
葬
っ
て
く
だ
さ
い
。（
そ
し
て
）
そ
の
（
王
氏
の
）
家
で
浴

児
の
儀
式
を
行
う
と
き
、
同
じ
よ
う
に
ご
来
訪
頂
き
た
い
。
も
し

（
赤
子
が
あ
な
た
を
）
見
て
笑
っ
た
の
な
ら
、つ
ま
り
（
転
生
し
た
私
が
）

あ
な
た
だ
と
分
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。（
更
に
）
十
二
年
後
の

中
秋
の
月
夜
に
あ
た
っ
て
は
、
杭
州
天
竺
寺
の
外
に
留
ま
り
、
一

心
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
こ
れ
す
な
わ
ち
、
あ
な
た
と
お
会
い
す

る
こ
と
の
お
約
束
で
す
」
と
語
っ
た
。

李
源
は
今
回
の
（
自
分
が
譲
歩
し
な
か
っ
た
）
旅
が
、
圓
觀
に
こ

の
地
に
到
着
さ
せ
る
事
態
を
招
い
た
の
だ
と
後
悔
し
、
慟
哭
し
て

ほ
と
ん
ど
息
絶
え
そ
う
に
な
っ
た
。（
そ
し
て
）
か
の
妊
婦
を
呼
び

出
し
、
事
情
を
説
明
し
て
や
る
と
、
婦
人
は
大
い
に
喜
ん
で
帰
宅

し
た
。
間
も
な
く
し
て
婦
人
の
親
族
が
勢
揃
い
し
、（
そ
れ
か
ら
一

同
で
）
魚
の
干
物
と
濁
り
酒
を
川
辺
で
献
上
し
た
。
李
源
は
（
そ

の
場
に
）
赴
き
、
符
水
を
授
け
て
や
っ
た
。（
一
方
）
圓
觀
は
沐
浴

の
道
具
を
そ
ろ
え
、
衣
服
を
新
調
し
た
。（
そ
し
て
）
圓
觀
が
死
去

す
る
と
、
妊
婦
は
出
産
し
た
の
だ
っ
た
。

李
源
が
（
浴
児
を
行
う
日
で
あ
る
生
後
）
三
日
目
と
な
り
新
生
児
を

見
に
行
く
と
、
赤
子
は
す
ぐ
さ
ま
（
こ
ち
ら
に
）
気
付
き
、
本
当

に
笑
い
か
け
た
。
李
源
は
涙
を
流
し
て
、
一
連
の
事
情
を
王
氏
に

説
明
し
た
。（
話
を
聞
い
た
）
王
氏
は
、圓
觀
を
手
厚
く
葬
っ
て
や
っ

た
。
翌
日
、
李
源
は
舟
を
引
き
返
し
て
、
慧
林
寺
へ
と
帰
っ
た
。

圓
觀
の
弟
子
を
訊
ね
れ
ば
、
そ
こ
で
は
じ
め
て
（
圓
觀
が
）
既
に

遺
言
を
残
し
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
の
だ
っ
た
。

李
源
は
常
に
杭
州
の
約
束
を
胸
に
抱
い
て
い
た
。（
そ
し
て
）
約

束
の
時
期
と
な
り
、
天
竺
寺
に
到
来
し
た
。
そ
の
日
の
夜
、
月
光

が
皓
々
と
照
ら
す
中
、
不
意
に
、
葛
洪
井
の
畔
に
「
竹
枝
」
を

歌
う
牧
童
が
お
り
、
そ
の
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。（
牧
童
は
）
牛
に

乗
っ
て
そ
の
角
を
叩
き
、
み
ず
ら

0

0

0

の
髪
型
で
短
衣
を
着
て
お
り
、

ゆ
っ
く
り
と
寺
の
前
に
至
る
と
、
何
と
圓
觀
で
あ
る
（
と
分
か
っ

た
）。
李
源
が
拝
謁
し
て
、「
圓
觀
殿
は
息
災
で
す
か
」
と
訊
ね
た
。

（
す
る
と
牧
童
は
）「
李
公
は
本
当
に
誠
実
な
人
で
す
。（
し
か
し
）
私

は
あ
な
た
と
道
を
異
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
慎
ん
で
こ
ち
ら
に

近
づ
か
な
い
で
下
さ
い
。
あ
な
た
の
俗
縁
は
ま
だ
絶
た
れ
て
い
ま

せ
ん
か
ら
、
ひ
た
す
ら
に
今
し
ば
ら
く
仏
道
修
行
に
励
ん
で
下

さ
い
。
修
行
を
怠
ら
な
け
れ
ば
、
い
ず
れ
お
目
に
か
か
れ
ま
し
ょ

う
」
と
語
っ
た
。
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李
源
は
言
葉
を
掛
け
る
す
べ
も
無
く
、
圓
觀
の
姿
を
仰
ぎ
つ

つ
、
さ
め
ざ
め
と
涙
を
流
し
た
。
圓
觀
は
再
び
「
竹
枝
」
を
歌

い
な
が
ら
、
ぼ
ん
や
り
と
し
か
見
え
な
く
な
る
ま
で
遠
く
へ
と
、

去
っ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
詩
句
は
胸
に
迫
り
韻
は
格
調
高
く

も
、
言
う
心
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
。（
李
源
は
）
感
嘆
し
て
、「
真

に
得
道
の
僧
侶
で
あ
っ
た
。
僅
か
な
距
離
し
か
離
れ
て
い
な
か
っ

た
が
、（
実
際
に
は
）
聖
人
と
凡
俗
と
で
道
が
異
な
っ
て
い
る
。
本

当
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
と
は
」
と
語
っ
た
。

そ
の
は
じ
め
、
李
源
は
自
身
の
父
が
逆
賊
の
政
権
下
で
殺
害
さ

れ
た
こ
と
に
憤
慨
し
た
が
、
当
時
八
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
で
、
逆

賊
た
ち
に
捕
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
南
北
各
地
を
流
浪
し
、
人
家

を
転
々
と
し
た
。
合
わ
せ
て
六
、七
年
経
っ
て
か
ら
、
近
親
者
の

も
と
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。
代
宗
が
こ
の
件
を
聞
き
及
び
、（
李

源
に
）
河
南
府
の
下
級
役
人
の
職
を
授
け
た
。
そ
し
て
李
源
は
、

酒
や
肉
を
絶
ち
、
妻
を
め
と
る
こ
と
無
く
、
ま
た
童
僕
を
使
役
す

る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
常
に
慧
林
寺
に
身
を
置
き
、
そ
の
一
室
に

寓
居
し
、
僧
た
ち
に
従
っ
て
斎さ
い
じ
き食
し
た
。
ま
た
、
先
ん
じ
て
寺
院

の
荒
れ
地
に
穴
を
掘
ら
せ
て
自
ら
の
葬
儀
の
備
え
と
し
、
時
折
そ

の
場
に
赴
い
て
中
で
眠
っ
た
。
栄
辱
や
良
し
悪
し
に
至
っ
て
は
、

い
ず
れ
も
等
し
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
た（
11
）。

時
の
宰
相
で
あ
る
李
徳
裕
が
表
に
て
李
源
を
推
薦
す
る
と
、（
李

源
は
）
諫
議
大
夫
の
職
を
拝
受
し
た
。
こ
の
時
李
源
は
す
で
に

八
十
歳
を
過
ぎ
て
お
り
、
李
徳
裕
の
表
に
従
わ
ず
に
仕
官
し
な

か
っ
た
。（
そ
の
件
か
ら
）
二
年
経
過
し
て
死
去
し
た
、
長
慶
二
年

（
八
二
二
）
の
こ
と
で
あ
る
。

系
曰
く

│

圓
觀
が
ま
だ
死
ん
で
い
な
い
の
に
（
新
た
な
肉
体
が
）
前
も
っ
て

妊
婦
の
腹
に
宿
る
と
は
、
聞
く
者
に
は
全
く
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と

だ
ろ
う
。
何
故
か
。
諸
聖
の
教
え
に
反
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
し
か
し
な
が
ら
）
以
前
、
閩
出
身
の
尼
僧
に
こ
ん
な
話
を
幾
度
も

聞
い
た
こ
と
が
あ
る

│
あ
る
一
族
の
家
の
婦
人
が
子
を
出
産

し
、
こ
の
子
を
便
来
と
名
付
け
た
。（
子
が
成
長
し
、
や
が
て
）
臨
終

す
る
に
及
ん
で
、
朱
墨
で
そ
の
太
も
も
に
（
便
来
と
）
書
き
付
け

て
お
い
た
者
が
い
た
。（
一
方
で
）
当
日
そ
の
一
族
で
子
を
産
ん
だ

者
が
お
り
、
生
ん
だ
赤
子
の
体
に
赤
い
文
様
で
「
便
来
」
の
二
字

が
あ
っ
た
（
便
来
が
死
ん
だ
の
と
赤
子
が
生
ま
れ
た
の
は
同
日
の
こ
と
で
、

要
す
る
に
便
来
が
死
ぬ
前
か
ら
、
赤
子
は
妊
婦
の
腹
に
宿
っ
て
い
た
こ
と
に

な
る
）。

こ
う
し
た
類
の
話
は
数
多
く
あ
る
。
荘
子
が
言
う
所
の
「
見
識

の
せ
ま
い
一
芸
だ
け
の
男
と
と
も
に
道
の
こ
と
を
語
り
合
え
な
い

の
は
、
そ
の
相
手
が
自
分
の
受
け
た
教
育
に
束
縛
さ
れ
て
い
る
か
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ら
だ
」
で
あ
る
。
或
い
は
、
異
端
の
仏
法
の
中
に
ま
だ
伝
来
し
て

い
な
い
教
え
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
或
い
は
、
仏
が
（
我
々
の

知
ら
な
い
）
別
の
集
ま
り
に
て
（
何
か
不
可
思
議
な
事
柄
を
）
講
じ
ら

れ
、
ご
自
身
の
教
え
の
自
負
す
べ
き
も
の
が
あ
る
こ
と
を
ご
確
認

な
さ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、（
圓
觀
の
よ

う
な
事
象
は
）
既
に
広
め
ら
れ
た
教
え
（
に
基
づ
く
も
の
）
と
断
定
す

る
こ
と
は
ま
だ
で
き
な
い
。
圓
觀
の
如
き
は
、
修
行
の
末
に
得
た

悟
り
が
深
遠
で
奥
深
い
も
の
で
あ
り
、「
智
論
」
に
見
え
る
多
種

多
様
な
不
可
思
議
と
同
じ
（
経
験
を
成
し
遂
げ
た
の
）
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
頭
で
考
え
、
言
葉
で
議
論
す
る
も
、（
真
理
は
）
千
里
離

れ
て
追
い
難
い
の
だ
。

【
語
釈
】

①
★
洛　

洛
陽
の
こ
と
。
前
号
「
圓
觀
」
注
２
参
照
。

②
率
性　

天
性
、
本
性
に
従
っ
て
行
動
す
る
。

③
踈
簡　

い
い
加
減
な
性
格
の
様
子
。

④
★
梵
學　

仏
教
の
学
問
。
仏
学
。

⑤
治
生　

暮
ら
し
の
手
段
を
た
て
る
こ
と
。

⑥
空
門
猗
頓　

空
門
は
仏
門
。
猗
頓
は
、『
孔
叢
子
』
に
見
え
る

春
秋
時
代
魯
国
の
大
富
豪
の
名
。
四
字
は
、
富
豪
の
仏
僧
の
意
。

⑦
施
爲　

事
を
行
う
。
行
為
。

⑧
★
大
曆　

唐
代
宗
の
年
号
（
七
六
六
│

七
七
九
）。

⑨
忘
形　

形
式
的
な
礼
儀
作
法
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
親
し
く
交
流
す

る
さ
ま
。

⑩
★
憕
居
守　

李
源
の
父
で
、
居
守
（
東
都
留
守
）
を
務
め
た
李

憕
の
こ
と
。
前
号
「
圓
觀
」
注
９
参
照
。

⑪
★
天
寶　

唐
玄
宗
の
年
号
（
七
四
二
│

七
五
六
）。

⑫
家
業
舍
入　

家
産
を
喜
捨
し
、
寺
院
に
献
上
す
る
。

⑬
★
慧
林
寺　
『
甘
澤
謠
』「
圓
觀
」
に
見
え
る
「
恵
林
寺
」
の
こ 

と
。

⑭
無
盡
財　

仏
教
語
。
寺
社
で
蓄
え
た
金
銭
を
他
人
に
貸
与
し
、

そ
の
利
息
を
得
て
仏
法
僧
の
用
向
き
に
用
い
る
こ
と
。

⑮
服
食　

丹
薬
を
服
用
す
る
。

⑯
★
蜀
青
城
峨
嵋　

青
城
山
と
峨
嵋
山
。
前
号
「
圓
觀
」
注
16
参

照
。

⑰
★
求
藥　

仙
薬
を
求
め
る
。
前
号
「
圓
觀
」
注
17
参
照
。

⑱
★
斜
谷　

終
南
山
に
あ
る
山
谷
の
名
。
前
号
「
圓
觀
」
注
18
参

照
。

⑲
★
自
荊
入
峽　

荊
州
よ
り
三
峡
に
入
る
。
荊
州
は
地
名
、
三
峡

は
長
江
の
峡
谷
の
名
。
前
号
「
圓
觀
」
注
19
・
20
参
照
。

⑳
行
無
固
必　

行
は
行
止
の
意
で
、
転
じ
て
人
の
運
命
と
解
す

る
。
人
の
運
命
は
も
と
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
。



─ 56 ─

�
★
南
浦　

地
名
。
前
号
「
圓
觀
」
注
23
参
照
。

�
★
縧
達
錦
璫　

縧
は
平
織
の
絹
製
の
ひ
も
で
、
璫
は
耳
飾
り
の

玉
。
絹
ひ
も
と
耳
飾
り
で
飾
っ
た
女
性
の
姿
の
意
と
解
す
る
。

前
号
「
圓
觀
」
注
24
参
照
。

�
奚
獨
泣
爲　

奚
～
爲
で
疑
問
を
表
す
。
奚
は
「
何
」
と
同
じ
く

疑
問
詞
で
、
こ
こ
で
は
理
由
を
問
う
。
為
は
文
末
に
置
い
て
疑

問
や
反
語
を
表
す
助
詞
。
ど
う
し
て
彼
女
だ
け
の
こ
と
で
泣
い

て
し
ま
う
の
か
。

�
★
託
身　

託
生
に
通
じ
、
転
生
の
意
。
前
号
「
圓
觀
」
注
25
参

照
。

�
★
釋
氏　

仏
教
。
仏
。
前
号
「
圓
觀
」
注
27
参
照
。

�
循
環　

こ
こ
で
は
仏
教
の
説
く
輪
廻
転
生
の
こ
と
。

�
★
符
咒　

ま
じ
な
い
の
類
。
前
号
「
圓
觀
」
注
28
参
照
。

�
★
浴
兒　

古
代
中
国
の
習
俗
で
、
生
ま
れ
た
赤
子
の
か
ら
だ
を

洗
う
。
前
号
「
圓
觀
」
注
29
参
照
。

�
★
中
秋　

旧
暦
八
月
十
五
日
。
こ
の
日
に
観
月
を
楽
し
む
風
習

が
あ
っ
た
。
前
号
「
圓
觀
」
注
30
参
照
。

�
專　

一
意
専
心
に
取
り
組
む
。
こ
こ
で
は
、
ひ
た
す
ら
相
手
を

待
つ
こ
と
。

�
★
錢
塘
天
竺
寺　

銭
塘
（
現
在
の
浙
江
省
杭
州
市
）
に
あ
る
古
刹
。

前
号
「
圓
觀
」
注
31
参
照
。

�
致　

導
く
。
あ
る
状
況
を
招
い
て
し
ま
う
。

�
頃
之　

間
も
な
く
し
て
。

�
★
枯
魚
濁
酒
饋
于
水
濱　

川
辺
に
て
、
魚
の
干
物
と
濁
り
酒
を

供
物
に
捧
げ
る
。
前
号
「
圓
觀
」
注
34
参
照
。

�
符
水　

護
符
を
入
れ
た
水
。
厄
除
け
や
病
気
封
じ
に
効
く
と
考

え
ら
れ
た
。

�
★
襁
抱
就
明　

四
字
は
、
転
生
し
て
赤
子
と
な
っ
た
圓
觀
が
、

李
源
に
即
座
に
気
づ
い
た
と
の
意
で
解
す
る
。
前
号
「
圓
觀
」

注
35
参
照
。

�
★
回
棹　

さ
お
で
も
っ
て
船
の
向
き
を
変
え
、
も
と
来
た
道
を

戻
る
こ
と
。

�
詢
問　

訪
問
す
る
。

�
★
理
命　

遺
言
の
こ
と
。
前
号
「
圓
觀
」
注
38
参
照
。

�
桂
魄
皎
然　

月
が
皓
々
と
輝
い
て
い
る
。
桂
魄
は
月
の
別
称
。

月
中
に
桂
（
モ
ク
セ
イ
）
が
あ
る
と
の
伝
説
に
よ
る
。
加
納
喜
光

『
植
物
の
漢
字
語
源
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）
五
一
頁 

参
照
。
皎
然
は
白
く
明
ら
か
な
さ
ま
。

�
★
葛
洪
井　

晋
の
葛
洪
に
因
ん
だ
井
戸
と
考
え
ら
れ
る
が
、
詳

細
は
不
明
。
前
号
で
紹
介
し
た
『
甘
澤
謠
』「
圓
觀
」
お
よ
び

蘇
軾
「
僧
圓
澤
傳
」
は
、
い
ず
れ
も
「
葛
洪
川
」
と
表
記
す
る

が
、
こ
ち
ら
も
詳
細
は
不
明
。
前
号
「
圓
觀
」
注
40
参
照
。
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�
★
「
竹
枝
」　

蜀
地
方
の
民
間
で
う
た
わ
れ
た
歌
で
、
七
言
四

句
か
ら
成
る
。
前
号
「
圓
觀
」
注
42
参
照
。

�
★
雙
髻　

男
児
の
髪
型
で
、
頭
の
左
右
に
二
つ
の
ま
げ
を
結
っ

た
も
の
。
前
号
「
圓
觀
」
注
43
参
照
。

�
趨
拜　

参
上
し
て
お
目
に
か
か
る
。

�
★
殊
途　

道
を
異
に
す
る
。
両
者
の
境
遇
が
大
き
く
異
な
っ
て

い
る
状
況
。
前
号
「
圓
觀
」
注
44
参
照
。

�
★
俗
緣　

俗
世
間
と
の
因
縁
や
し
が
ら
み
。

�
★
且
勤
修　

し
ば
ら
く
の
間
、
仏
道
修
行
に
励
む
。

�
★
澘
然　

涙
が
と
め
ど
な
く
流
れ
る
様
子
。

�
杳
裊　

ほ
の
か
に
見
え
る
さ
ま
、
か
す
か
で
は
っ
き
り
し
な
い

さ
ま
の
意
。

�
咫
尺　

近
い
距
離
。

�
遇
害
賊
庭　

逆
賊
に
害
さ
れ
る
、
殺
さ
れ
る
。「
庭
」
は
朝
廷

の
意
で
、
逆
賊
の
政
権
の
意
と
解
す
る
。

�
代
宗　

唐
の
第
十
一
代
皇
帝
（
在
位
七
六
二
│

七
七
九
年
）。

�
河
府
掾　

河
南
府
の
属
官
（
下
級
役
人
）。
底
本
は
「
椽
」
と
す

る
が
、「
掾
」
の
誤
り
だ
ろ
う
。

�
終
制　

故
人
が
生
前
に
依
頼
し
た
葬
儀
の
方
法
。
こ
こ
で
は
、

李
源
が
事
前
に
葬
儀
の
方
法
を
指
示
し
て
い
た
の
意
。

�
★
相
國
李
公
德
裕　

唐
の
政
治
家
で
、
宰
相
を
務
め
た
李
徳

裕
（
七
八
七
│

八
四
九
）
の
こ
と
。
前
号
「
圓
澤
傳
」
注
24
参
照
。

相
国
は
宰
相
の
こ
と
。

�
表　

皇
帝
に
奏
上
す
る
文
章
の
一
種
。
李
徳
裕
が
李
源
に
つ
い

て
実
際
に
奏
上
し
て
い
た
こ
と
は
、『
舊
唐
書
』
に
て
確
認
で

き
る
。
本
論
３
│

２
参
照
。

�
★
諫
議
大
夫　

官
名
。
中
書
省
に
属
し
、
皇
帝
の
過
失
を
指
摘

し
、
い
さ
め
る
官
。
前
号
「
圓
觀
」
注
６
参
照
。

�
系
曰　

本
文
で
は
、
以
下
、
撰
者
賛
寧
に
よ
る
評
が
挿
入
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
『
宋
高
僧
傳
』
で
は
、「
系
曰
」「
通
曰
」
で

始
ま
る
一
節
が
挿
入
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
金
建
鋒
『
弘
道

与
垂
範　

釈
賛
寧
『
宋
高
僧
伝
』
研
究
』（
中
国
社
会
科
学
出
版

社
、
二
〇
一
四
年
）
に
よ
れ
ば
、『
宋
高
僧
傳
』
で
「
系
曰
」「
通

曰
」
を
含
む
伝
は
計
九
九
条
あ
り
、「
そ
の
中
で
は
、
作
者
に

よ
る
伝
主
〔
筆
者
注
：
各
伝
の
表
題
に
見
え
る
僧
侶
〕
の
事
跡
や
修

行
お
よ
び
貢
献
方
面
の
行
為
に
対
す
る
評
議
が
少
な
く
な
く
、

こ
れ
ら
の
評
議
の
大
部
分
で
作
者
に
よ
る
伝
主
へ
の
主
観
的
傾

向
が
表
れ
て
い
る
（《
宋
传
》
中
传
主
内
容
后
有
99
条
系
、
通
，
其
中

不
少
是
作
者
对
传
主
事
迹
、
修
行
及
贡
献
方
面
的
所
作
评
议
，
这
些
评
议

大
多
体
现
了
作
者
对
传
主
的
主
观
倾
向
性
）」
と
説
明
す
る
（
一
六
九

頁
）。
ま
た
、
楊
志
飛
『
賛
寧
『
宋
高
僧
伝
』
研
究
』（
巴
蜀
書

社
、
二
〇
一
六
年
）
で
は
「
系
曰
」「
通
曰
」
の
機
能
を
更
に
分
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類
し
、
１
毀
誉
褒
貶
の
意
を
寄
せ
る
（
寓
褒
貶
）、
２
感
慨
の
意

を
寄
せ
る
（
寄
感
慨
）、
３
史
料
の
追
加
提
示
（
増
史
料
）、
４
世 

俗
で
の
議
論
を
駁
正
す
る
（
駁
俗
議
）
の
四
種
と
す
る
（
二
五
一
│ 

二
六
三
頁
）。

こ
の
他
、「
論
曰
」
で
始
ま
る
場
合
も
あ
る
。
前
出
楊
志
飛

氏
に
よ
れ
ば
、
梁
・
慧
皎
『
高
僧
傳
』
で
は
十
の
部
門
に
分
け

て
僧
侶
を
列
挙
し
た
が
、
史
書
の
体
裁
に
倣
い
、
各
部
門
の
最

後
に
総
論
と
し
て
「
論
曰
」「
賛
曰
」
を
置
い
て
い
た
。
そ
れ

を
唐
・
道
宣
『
續
高
僧
傳
』
お
よ
び
宋
・
賛
寧
『
宋
高
僧
傳
』

が
、「
論
曰
」
の
み
を
採
用
・
踏
襲
し
た
と
い
う
（
二
四
三
頁
）。

な
お
『
宋
高
僧
傳
』
で
は
、「
論
曰
」
を
各
部
門
の
末
尾
で
は

な
く
、
各
僧
侶
の
伝
に
続
け
る
形
で
示
さ
れ
る
。
楊
氏
は
、『
宋

高
僧
傳
』
は
「
先
に
経
文
を
挙
げ
、後
に
「
論
曰
」
で
以
て
『
字

数
は
少
な
い
が
豊
富
な
意
味
を
表
し
』、『
言
葉
は
親
し
み
や
す

い
が
深
遠
な
意
味
を
持
つ
』
経
義
を
解
明
し
て
い
る
（
一
是
先

列
经
文
，
后
以
『
论
曰
』
阐
发
文
约
丰
义
、
言
迩
旨
远
的
经
义
）」
と
説

明
す
る
（
二
四
四
頁
）。

�
閩　

五
代
十
国
の
一
つ
（
九
〇
九
│

九
四
五
）。
現
在
の
福
建
省

福
州
に
都
が
あ
っ
た
。

�
多
許　

多
数
、
た
く
さ
ん
。

�
族
姓　

同
姓
の
一
族
。

�
爲　

つ
く
る
。
こ
こ
で
は
出
産
の
意
と
解
す
る
。

�
以
朱
題
髀　

ふ
と
も
も
に
朱
墨
で
書
き
付
け
る
。
髀
は
ふ
と
も

も
。

�
莊
子　

戦
国
時
代
の
思
想
家
。
荘
子
は
敬
称
で
、
本
名
は
荘

周
。

�
曲
士
不
可
與
語
道
者
、
束
于
教
也　
『
荘
子
』
外
篇
秋
水
に
見

え
る
（
原
文
は
「
曲
士
不
可
以
語
道
者
、
束
于
教
也
」）。
曲
士
と
は
、

一
芸
に
優
れ
る
だ
け
で
、
大
道
を
得
て
万
方
に
通
じ
る
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
の
こ
と
（
金
谷
治
訳
注
『
荘
子
』
第
二
冊
（
岩
波
文
庫
、

一
九
八
九
年
）
二
四
三
頁
）。
賛
寧
は
『
荘
子
』
を
引
用
し
、
局
地

的
な
狭
い
見
識
だ
け
で
、
一
見
不
可
解
な
事
象
を
否
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
、
と
強
調
し
て
い
る
。

�
竺
乾　

天
竺
、
転
じ
て
仏
法
。
読
み
は
じ
く
け
ん
。

�
異
計　

誤
っ
た
企
て
。
こ
こ
で
は
、
正
道
で
は
な
い
異
端
の
教

え
と
解
す
る
。

�
別
會
曾
談　

解
し
難
い
箇
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
仏
が
他
の

集
ま
り
に
て
談
じ
た
こ
と
が
あ
る
、
と
解
し
て
お
く
。「
別
会
」

は
他
の
場
所
に
集
ま
る
の
意
か
。
仏
教
経
典
に
用
例
が
見
ら

れ
、
例
え
ば
北
宋
・
施
護
訳
「
佛
説
福
力
太
子
因
緣
經
」
巻
第

一
に
、「
爾
時
世
尊
、
從
本
座
起
、
詣
安
陀
林
、
於
一
樹
下
、

晝
日
棲
止
、宴
寂
而
坐
。
是
時
諸
苾
芻〔
筆
者
注
：
比
丘
の
意
〕衆
、
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於
其
園
林
、
別
會
一
舍
、
依
次
而
坐
」
と
あ
る
。

�
自
許　

自
負
す
る
、
自
任
す
る
。

�
定
執　

断
定
す
る
。

�
果
證
高
深　

果
証
は
証
果
と
同
じ
か
。
証
果
は
、
修
行
と
い
う

因
に
よ
っ
て
得
る
悟
り
と
い
う
結
果
の
こ
と
。
高
深
は
、
深

遠
、
奥
深
い
意
。

�
「
智
論
」　

仏
書
『
大
智
度
論
』
の
こ
と
か
。
同
書
は
竜
樹
（
大

乗
仏
教
を
大
成
さ
せ
た
南
イ
ン
ド
の
僧
侶
、
一
五
〇
│

二
五
〇
頃
？
）
が

著
し
、
鳩
摩
羅
什
（
中
央
ア
ジ
ア
に
あ
っ
た
亀
茲
国
の
僧
侶
、
四
〇
一

年
長
安
に
到
り
、「
法
華
経
」
な
ど
多
く
の
仏
典
を
漢
訳
し
た
）
が
漢
訳

し
た
も
の
で
、「
大
品
般
若
経
」
の
注
釈
書
。

３
．『
宋
高
僧
傳
』「
唐
洛
京
慧
林
寺
圓
觀
傳
」
の
考
察

３
―
１
．『
甘
澤
謠
』「
圓
觀
」
と
の
比
較

前
章
で
の
訳
注
を
踏
ま
え
て
、
本
章
で
は
『
宋
高
僧
傳
』「
唐

洛
京
慧
林
寺
圓
觀
傳
（
以
後
、「
圓
觀
傳
」
と
略
）」
を
め
ぐ
る
問
題

を
幾
つ
か
考
察
す
る
。

先
述
の
と
お
り
、『
宋
高
僧
傳
』「
圓
觀
傳
」
は
唐
代
伝
奇
『
甘

澤
謠
』「
圓
觀
」
を
基
に
作
ら
れ
た
。
人
物
像
や
作
品
展
開
な
ど
、

基
本
的
要
素
は
『
甘
澤
謠
』
を
踏
襲
し
て
い
る
も
の
の
、
一
方
で

『
宋
高
僧
傳
』
な
ら
で
は
の
変
更
点
も
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
本

節
で
は
、『
甘
澤
謠
』
と
の
相
違
点
を
指
摘
・
考
察
し
た
い
。

第
一
に
、『
宋
高
僧
傳
』
で
は
登
場
人
物
に
纏
わ
る
描
写
が
加

筆
さ
れ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
圓
觀
の
世
俗
的
側

面
は
『
甘
澤
謠
』
以
上
に
言
葉
を
費
や
し
て
説
明
さ
れ
、
ま
た
李

源
の
経
験
し
た
苦
難
や
過
剰
な
節
制
ぶ
り
に
つ
い
て
も
一
層
強
調

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
筆
致
は
、
僧
侶
の
世
俗
的
な
要
素
を
極
力
除

外
さ
せ
る
と
同
時
に
李
源
の
高
潔
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
削
減
さ
せ

た
、
北
宋
・
蘇
軾
（
一
〇
三
七
│

一
一
〇
一
）「
僧
圓
澤
傳
」
の
筆
致

と
は
大
き
く
異
な
る
。
た
だ
し
、
賛
寧
は
恣
意
的
に
加
筆
修
正
し

た
訳
で
は
な
く
、
李
源
に
関
し
て
は
後
述
す
る
『
舊
唐
書
』
や
関

連
文
献
に
基
づ
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
博
識
ぶ
り
を
示
す
箇

所
と
な
っ
て
い
る
。

増
補
加
筆
の
結
果
、「
圓
觀
傳
」
は
『
甘
澤
謠
』「
圓
觀
」
の
展

開
や
表
現
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、
相
違
点
が
生
じ
て
い
る
。
最
大
の

相
違
点
が
、
李
源
の
境
遇
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。

試
み
に
二
作
品
の
場
面
構
成
を
各
段
に
分
割
す
れ
ば
、
以
下
の

通
り
と
な
る
。

『
甘
澤
謠
』「
圓
觀
」

①
圓
觀
に
つ
い
て
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②
李
源
に
つ
い
て

③
蜀
へ
の
旅
の
前
段
階

④
蜀
へ
の
旅
、
圓
觀
の
告
白

⑤
圓
觀
と
の
別
れ
（
赤
子
に
転
生
）

⑥
後
日
談
（
杭
州
で
の
再
会
）

⑦
李
源
の
晩
年

『
宋
高
僧
傳
』「
圓
觀
傳
」

❶
圓
觀
に
つ
い
て

❷
李
源
に
つ
い
て

❸
蜀
へ
の
旅
の
前
段
階

❹
蜀
へ
の
旅
、
圓
觀
の
告
白

❺
圓
觀
と
の
別
れ
（
赤
子
に
転
生
）

❻
後
日
談
（
杭
州
で
の
再
会
）

❼
李
源
の
経
歴
（
❷
の
情
報
に
追
加
）

❽
賛
寧
の
評
（
後
述
）

　
李
源
の
境
遇
に
つ
い
て
、
両
書
で
は
文
頭
と
文
末
に
分
け
て
記

載
す
る
（
②
⑦
、
❷
❼
）。
し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
『
甘
澤
謠
』

⑦
で
は
李
源
の
晩
年
が
簡
潔
に
記
さ
れ
る
の
に
対
し
て
（
後
三
年
、

李
公
拜
諫
議
大
夫
、
二
年
亡
）、『
宋
高
僧
傳
』
❼
の
描
写
は
字
数
を

費
や
し
、
一
層
仔
細
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

撰
者
の
賛
寧
が
李
源
を
注
視
し
た
様
子
は
、
先
だ
つ
❻
で
も
確

認
で
き
る
。
杭
州
で
の
再
会
時
、
牧
童
に
転
生
し
た
圓
觀
は
「
竹

枝
詞
」
を
歌
っ
て
い
た
。
だ
が
、『
甘
澤
謠
』「
圓
觀
」
⑥
で
示
さ

れ
た
詩
句
は
全
て
省
略
さ
れ
て
い
る
。
一
体
、「
竹
枝
詞
」
に
見

え
る
「
三
生
石
」
は
、
輪
廻
転
生
を
遂
げ
た
圓
觀
の
超
越
性
を
体

現
す
る
詩
語
と
し
て
、
既
に
唐
代
の
詩
人
に
も
影
響
を
与
え
て
い

た
に
も
関
わ
ら
ず（
12
）、

賛
寧
は
敢
え
て
載
せ
な
か
っ
た
こ
と
に
な

る
。
そ
の
一
方
で
、
圓
觀
の
出
立
を
見
送
っ
た
後
の
李
源
の
発
言

が
、
新
た
に
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
真
得
道
之
僧
也
。
咫
尺

懸
隔
聖
凡
路
殊
。
諒
有
之
乎
）。
李
源
の
発
言
か
ら
は
、
圓
觀
へ
の
称

賛
は
も
と
よ
り
、
友
人
に
対
す
る
深
い
理
解
や
自
身
の
至
ら
な
さ

へ
の
省
察
、
ひ
い
て
は
李
源
の
高
潔
な
為
人
が
看
取
さ
れ
る
。

改
め
て
❼
を
見
れ
ば
、
そ
こ
で
は
李
源
の
過
酷
な
経
歴
や
寺
院

で
の
自
罰
的
に
も
映
る
生
活
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
❻
を
承
け
た

段
で
あ
る
こ
と
を
加
味
す
れ
ば
、
李
源
が
圓
觀
の
忠
告
を
遵
守
し

た
成
果
だ
と
見
做
せ
な
い
か
。
圓
觀
の
忠
告
に
い
よ
い
よ
発
奮

し
、
徹
底
的
に
俗
縁
を
絶
ち
、
精
神
修
養
に
励
ん
だ
末
に
、
栄
辱

や
良
し
悪
し
も
、み
な
違
わ
ず
等
し
い
と
考
え
る
（
至
于
榮
辱
是
非
、

一
皆
均
等
也
）
に
至
っ
た
。
蜀
へ
の
旅
程
を
巡
っ
て
、
頑
な
に
長

安
入
り
を
拒
ん
だ
嘗
て
の
自
身
と
は
異
な
る
成
長
を
遂
げ
た
の
で
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あ
る
。『
宋
高
僧
傳
』
で
は
、
そ
の
後
圓
觀
と
の
再
会
が
叶
っ
た

か
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
或
い
は
こ
の
李
源
な
ら
ば
、
と
の
可

能
性
を
感
じ
さ
せ
る
だ
ろ
う
。

❻
の
変
化
や
❼
で
の
増
補
に
よ
っ
て
、『
宋
高
僧
傳
』「
圓
觀
傳
」

に
お
け
る
話
題
の
中
心
は
圓
觀
で
は
な
く
、
寧
ろ
李
源
に
あ
る
か

の
よ
う
な
印
象
を
抱
か
せ
る
。
し
か
し
最
後
の
一
段
に
よ
っ
て
、

話
題
は
表
題
の
圓
觀
へ
と
回
帰
す
る
。

第
三
の
相
違
点
が
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た
❽
で
あ
る
。『
宋
高

僧
傳
』
で
は
、「
圓
觀
傳
」
の
よ
う
に
「
系
曰
」
で
始
ま
る
一
段
が

挿
入
さ
れ
る
こ
と
が
ま
ま
あ
る（「
系
曰
」の
特
徴
や
役
割
に
つ
い
て
は
、

前
章
語
釈
58
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

原
典
の
『
甘
澤
謠
』
で
は
時
系
列
に
沿
っ
て
物
語
が
進
み
、
李

源
の
死
去
を
以
て
終
幕
を
迎
え
る
の
だ
が
、「
圓
觀
傳
」
で
は
、

末
尾
に
賛
寧
に
よ
る
考
察
パ
ー
ト
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
賛

寧
は
、
は
じ
め
圓
觀
の
転
生
に
つ
い
て
疑
義
を
呈
す
る
も
、
未
見

の
仏
典
か
ら
の
影
響
と
い
う
可
能
性
を
示
し
、
そ
の
転
生
譚
の
可

否
を
「
合
理
的
に
」
吟
味
し
て
い
る
。
尚
且
つ
個
人
で
見
聞
し
た

逸
話
を
傍
証
と
し
て
お
り
、「
己
の
知
見
の
及
ば
な
い
こ
と
に
も

何
か
し
ら
の
仏
法
が
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
安
易
に
退

け
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
慎
重
な
態
度
を
取
っ
て
い
る
。
こ
の
考

察
パ
ー
ト
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
読
者
と
同
じ
目
線
に
立
っ
て
疑
義

を
呈
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
筆
者
が
、
次
第
に
仏
僧
と
し
て
の

考
え
を
整
理
し
、
や
が
て
転
生
譚
を
幾
分
肯
定
的
に
捉
え
、
読
者

を
導
く
側
へ
と
変
じ
て
い
る
の
だ
。

「
圓
澤
傳
」
後
半
で
は
、
李
源
の
描
写
に
比
重
が
置
か
れ
て
い

た
の
を
、
末
尾
で
改
め
て
圓
觀
の
不
可
思
議
な
転
生
に
焦
点
を
当

て
、
そ
の
可
能
性
を
探
究
し
た
。
そ
の
構
成
か
ら
は
、
撰
者
賛
寧

の
巧
み
な
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
窺
え
る
。

３
―
２
．
史
書
と
の
比
較

（
一
）
李
源
の
経
歴

『
宋
高
僧
傳
』「
圓
觀
傳
」❼
の
李
源
の
経
歴
は
、正
史『
舊
唐
書
』

巻
一
八
七
下
李
源
伝
と
、
重
複
し
た
箇
所
が
多
く
見
ら
れ
る（
13
）。

『
舊
唐
書
』
と
は
、
五
代
後
晋
（
九
三
六
│

九
四
六
）
の
劉
り
ゅ
う

昫く

等

が
勅
命
の
下
編
纂
し
た
正
史
〔
新
王
朝
が
前
王
朝
の
興
亡
を
編
纂
し
た

正
統
の
歴
史
書
〕
で
、
九
四
五
年
に
完
成
さ
れ
た
。
本
紀
二
〇
巻
、

志
三
〇
巻
、
列
伝
一
五
〇
巻
の
全
二
〇
〇
巻
か
ら
成
る
。『
宋
高

僧
傳
』
の
完
成
（
九
八
八
年
）
に
照
ら
せ
ば
、
賛
寧
は
『
舊
唐
書
』

を
参
照
し
た
か
、『
舊
唐
書
』
の
撰
者
と
同
じ
史
料
を
用
い
た
と

考
え
ら
れ
る（
14
）。

こ
こ
で
『
舊
唐
書
』
李
源
伝
を
一
部
引
用
し
、
続
い
て
『
宋
高

僧
傳
』「
圓
觀
傳
」
を
再
掲
す
る
。
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源
時
年
八
歳
、
為
賊
所
俘
、
轉
徙
流
離
、
凡
七
八
年
。
及

史
朝
義
走
河
北
、
洛
陽
故
吏
有
義
源
者
、
贖
之
於
民
家
。
代

宗
聞
之
、
授
河
南
府
參
軍
、
轉
司
農
寺
主
簿
。
以
父
死
禍
難
、

無
心
祿
仕
、
誓
不
婚
妻
、
不
食
酒
肉
。
洛
陽
之
北
惠
林
寺
、

憕
之
舊
墅
也
、
源
乃
依
寺
僧
、
寓
居
一
室
、
依
僧
齋
戒
、
人

未
嘗
見
其
所
習
。
先
穴
地
為
墓
、
預
為
終
制
、
時
時
偃
仰
於

穴
中
。

長
慶
三
年
、
御
史
中
丞
李
德
裕
表
薦
之
曰
…
（
略
）
…
詔

曰
、「
…
（
略
）
…
可
守
左
諫
議
大
夫
、賜
緋
魚
袋
。
…
（
略
）

…
」穆

宗
尋
令
中
使
齎
手
詔
・
緋
袍
・
牙
笏
・
絹
二
百
匹
、
往

洛
陽
惠
林
寺
宣
賜
。
源
受
詔
、
對
中
使
苦
陳
疾
甚
年
高
、
不

能
趨
拜
、
附
表
謝
恩
、
其
官
告
服
色
絹
、
皆
辭
不
受
。
竟
卒

於
寺
。�

（
以
上
『
舊
唐
書
』
李
源
伝
）

初
源
忿
父
遇
害
賊
庭
、
時
方
八
歲
、
爲
群
賊
所
虜
。
流
浪

南
北
、
展
轉
人
家
。
凡
六
七
年
、
歸
于
近
親
。
代
宗
聞
之
、

授
河
府
掾
。
源
遂
絕
酒
肉
、
不
婚
娶
、
不
役
童
僕
。
常
依
慧

林
寺
、
寓
一
室
、
隨
僧
齋
食
。
先
命
穴
其
野
以
備
終
制
、
時

時
往
眠
其
間
。
至
于
榮
辱
是
非
、
一
皆
均
等
也
。

時
相
國
李
公
德
裕
表
薦
之
、
遂
授
諫
議
大
夫
。
于
時
源
已

年
八
十
餘
矣
、
抗
表
不
起
。
二
年
而
卒
、
長
慶
二
年
也
。

�

（
以
上
『
宋
高
僧
傳
』
❼
）

両
者
を
比
較
す
れ
ば
、
言
及
し
て
い
な
い
箇
所
（
傍
線
な
し
）
や 

一
部
の
相
違
点
（
点
線
部
の
箇
所
）
を
含
み
つ
つ
も
、
共
通
性
が
極

め
て
高
い
こ
と
が
わ
か
る
（
二
重
線
の
箇
所
）。

共
通
す
る
事
柄
と
し
て
は
、
李
源
が
八
歳
の
時
に
逆
賊
に
囚
わ

れ
、
虜
囚
と
な
っ
て
各
地
を
放
浪
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
、
解
放
さ
れ

た
後
に
代
宗
よ
り
河
南
府
の
職
を
拝
受
し
た
こ
と
、
誓
い
を
立
て

て
恵
林
寺
に
寄
寓
し
た
こ
と
、
生
前
墓
穴
を
用
意
し
て
時
折
そ
の

中
で
過
ご
し
た
こ
と
、
晩
年
に
李
徳
裕
の
推
薦
に
よ
っ
て
諫
議
大

夫
の
職
を
授
け
ら
れ
た
が
こ
れ
を
辞
退
し
た
こ
と
、
と
全
体
に

亘
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
共
通
性
は
、「
圓
觀
傳
」
の
原
典
で
あ
る
『
甘
澤
謠
』

「
圓
觀
」
や
後
人
の
蘇
軾
「
僧
圓
澤
傳
」
の
記
述
と
比
べ
れ
ば
、

一
層
鮮
明
だ
ろ
う
。
蘇
軾
「
圓
澤
傳
」
は
『
甘
澤
謠
』
を
刪
削
改

訂
さ
せ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
狙
い
は
仏
僧
（
圓
澤
と
表
記
さ
れ
る
）

の
神
秘
性
を
一
層
強
調
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
、
別
稿
で
指
摘
し

た
通
り
で
あ
る（
15
）。

反
面
、蘇
軾
は
『
甘
澤
謠
』「
圓
觀
」
と
同
様
に
、

李
源
の
幼
少
期
の
苦
難
や
、
恵
林
寺
で
の
死
を
強
く
意
識
し
た
奇

矯
な
行
動

│
事
前
に
自
ら
の
墓
穴
を
用
意
し
、
時
折
そ
こ
に
横
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た
わ
っ
て
過
ご
す

│
に
つ
い
て
一
切
言
及
し
な
い
。
蘇
軾
は
圓

澤
に
比
べ
て
、
李
源
の
人
物
描
写
に
は
さ
ほ
ど
関
心
を
払
っ
て
い

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）「
長
慶
三
年
」
李
徳
裕
の
奏
上

前
述
し
た
よ
う
に
、『
舊
唐
書
』
と
『
宋
高
僧
傳
』
の
記
述
は

大
方
の
一
致
を
見
る
が
、
一
部
の
繋
年
で
相
違
点
が
見
ら
れ
る
。

李
徳
裕
が
李
源
を
推
挙
し
た
年
を
、『
舊
唐
書
』
で
は
長
慶

三
年
（
八
二
三
）
と
す
る
が
、『
宋
高
僧
傳
』
で
は
元
和
十
五
年

（
八
二
〇
）
と
し
、
更
に
李
源
が
任
官
を
辞
退
し
て
二
年
後
の
長
慶

二
年
（
八
二
二
）
に
死
去
し
た
と
記
す
。
李
徳
裕
は
元
和
十
四
年

（
八
一
九
）
よ
り
朝
廷
で
監
察
御
史
の
任
に
就
き
、
翌
十
五
年
の
穆

宗
即
位
に
際
し
て
翰
林
學
士
に
就
い
て
い
た
（
長
慶
二
年
〔
八
二
二
〕

ま
で
）。
こ
の
時
期
な
ら
ば
、
皇
帝
に
奏
上
す
る
機
会
は
多
分
に

あ
っ
た
だ
ろ
う（
16
）。

し
か
し
長
慶
三
年
で
は
、
状
況
が
大
き
く
異
な
る
。
当
時
、
政

治
的
に
対
立
し
て
い
た
牛
僧
孺
が
宰
相
に
な
る
一
方
で
、
李
徳
裕

は
前
年
よ
り
地
方
官
（
浙
西
監
察
史
）
へ
転
出
し
て
お
り
、
穆
宗
の

次
々
代
（
武
宗
）
が
即
位
す
る
ま
で
帰
朝
が
叶
わ
ず
に
い
た
。
こ

れ
は
『
牛
李
の
党
争
』
の
名
で
知
ら
れ
る
朝
廷
で
の
政
治
闘
争
に

よ
っ
て
生
じ
た
事
態
だ
が
、
朝
廷
で
対
立
す
る
側
の
一
派
（
李
逢

吉
・
牛
僧
孺
ら
）
が
要
職
を
担
う
中
で
、李
徳
裕
が
朝
廷
で
奏
上
し
、

尚
且
つ
そ
の
意
見
が
皇
帝
に
容
れ
ら
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
か
、
俄

か
に
は
首
肯
し
難
い
。

状
況
に
照
ら
せ
ば
、
李
徳
裕
の
推
挙
は
、『
宋
高
僧
傳
』
の
元

和
十
五
年
、
遅
く
と
も
長
慶
二
年
ま
で
と
す
る
方
が
穏
当
で
は
な

い
か（
17
）。

現
に
『
舊
唐
書
』
の
別
の
箇
所
で
は
李
源
の
任
官
を
「
長

慶
二
年
」
の
こ
と
と
記
し
て
お
り
（
後
述
）、
ま
た
後
に
北
宋
・
欧

陽
脩
ら
が
撰
し
た
『
新
唐
書
』（
一
〇
六
〇
年
成
書
）
で
は
、
長
慶

三
年
の
表
記
を
問
題
視
し
た
故
か
、「
長
慶
初
」
と
曖
昧
な
表
記

に
改
め
ら
れ
て
い
る（
18
）。

（
三
）
諫
議
大
夫
任
命
の
辞
退

３
│

１
で
『
宋
高
僧
傳
』
に
お
け
る
『
甘
澤
謠
』
と
の
相
違
点

を
指
摘
し
た
が
、
李
源
の
経
歴
に
関
す
る
記
述
（
⑦
、
❼
）
に
も

大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
が
、
任
官
拝
受
の
下
り
で
あ
る
。

【
甘
澤
謠
⑦
】
後
三
年
、
李
公
拜
諫
議
大
夫
、
二
年
亡
。

【
宋
高
僧
❼
】�

時
相
國
李
公
德
裕
表
薦
之
、
遂
授
諫
議
大
夫
。

于
時
源
已
年
八
十
餘
矣
、
抗
表
不
起
。
二
年
而

卒
、
長
慶
二
年
也
。
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『
甘
澤
謠
』
で
は
李
源
が
諫
議
大
夫
を
拝
受
し
た
と
あ
り
、
特

に
辞
退
す
る
記
述
は
な
い
。
記
述
が
な
い
以
上
、
そ
の
ま
ま
拝
受

し
た
と
見
做
す
の
が
自
然
だ
ろ
う
。

一
方
『
宋
高
僧
傳
』
で
は
、
李
源
が
任
官
を
辞
退
し
た
こ
と
が

明
言
さ
れ
て
い
る
（
傍
線
部
）。
李
源
が
官
職
に
就
い
た
か
、
辞
退

し
た
と
明
言
す
る
か
、
そ
の
記
述
は
相
反
し
て
い
る
。

前
掲
の
『
舊
唐
書
』
李
源
伝
は
、『
宋
高
僧
傳
』
と
同
様
に
、

李
源
が
任
官
を
辞
退
し
た
と
記
し
て
い
た
。
し
か
し
、
同
じ
『
舊

唐
書
』
で
あ
り
な
が
ら
、
巻
一
六
穆
宗
本
紀
の
長
慶
二
年

0

0

の
条
に

は
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

秋
七
月
…
…
辛
亥
、
以
贈
司
徒
、
忠
烈
公
李
憕
子
源
為
諫
議

大
夫
、
賜
緋
魚
袋
。

こ
こ
で
は
、
穆
宗
が
詔
勅
に
て
李
源
に
諫
議
大
夫
を
授
与
し
た

と
見
え
、
そ
れ
に
対
す
る
李
源
の
対
応
は
載
ら
な
い
。
つ
ま
り
、

『
甘
澤
謠
』
と
同
様
に
、
李
源
が
任
官
を
拝
受
し
た
と
読
め
る
の

で
あ
る
。

か
く
し
て
『
舊
唐
書
』
の
中
で
、
本
紀
と
列
伝
で
は
繋
年
と
展

開
に
齟
齬
が
生
じ
て
い
る
。
な
ら
ば
『
甘
澤
謠
』
の
作
者
・
袁
郊

は
「
圓
觀
」
を
も
の
す
る
際
に
、『
舊
唐
書
』
穆
宗
本
紀
と
同
様

の
記
述
を
持
つ
先
行
史
料
を
踏
ま
え
た
可
能
性
は
な
い
か
。
ま

た
、『
宋
高
僧
傳
』
の
撰
者
・
賛
寧
は
、『
舊
唐
書
』
李
源
伝
な
い

し
は
同
類
の
史
料
を
踏
ま
え
て
「
圓
觀
傳
」
を
も
の
し
た
の
で
は

な
い
か
。『
舊
唐
書
』
の
異
な
る
箇
所
の
記
述
、
あ
る
い
は
参
照

し
た
史
料
の
違
い
が
、『
甘
澤
謠
』
と
『
宋
高
僧
傳
』
そ
れ
ぞ
れ

の
作
品
展
開
に
影
響
し
た
、
そ
の
よ
う
な
可
能
性
が
想
起
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
李
源
任
官
の
描
写
に
即
し
て
の
推
測
だ

が
、
賛
寧
が
『
甘
澤
謠
』
を
直
接
的
な
原
典
と
し
つ
つ
も
、『
舊

唐
書
』
に
連
な
る
史
料
を
用
い
て
適
宜
修
正
を
施
し
、
内
容
を
充

実
さ
せ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
だ
ろ
う
。

『
宋
高
僧
傳
』
は
『
舊
唐
書
』
編
纂
か
ら
『
新
唐
書
』
編
纂
の

端
境
期
に
成
立
し
た
史
伝
で
、
同
書
の
記
述
が
『
舊
唐
書
』
内
の

表
記
の
ゆ
ら
ぎ
を
鮮
明
に
さ
せ
る
機
能
を
も
担
っ
て
い
る（
19
）。

単
に

僧
侶
の
史
伝
や
伝
奇
・
筆
記
小
説
の
需
要
と
い
う
側
面
だ
け
で
な

く
、
正
史
編
纂
の
直
接
的
な
影
響
を
受
け
た
文
献
と
し
て
も
、
興

味
深
い
材
料
を
提
供
し
て
い
る
の
だ
。

お
わ
り
に

二
号
に
亘
っ
て
『
甘
澤
謠
』「
圓
觀
」
を
中
心
に
関
連
作
品
の

訳
注
を
行
い
、
考
察
し
た
。
前
号
で
取
り
上
げ
た
『
甘
澤
謠
』
や
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蘇
軾
「
僧
圓
澤
傳
」
と
同
様
に
、『
宋
高
僧
傳
』「
圓
觀
傳
」
に
お

い
て
も
、
そ
も
そ
も
何
故
圓
觀
が
転
生
を
拒
み
続
け
て
い
た
か
、

そ
の
理
由
は
語
ら
れ
な
い
。
ま
し
て
、
前
世
に
当
た
る
肉
体
が
死

亡
し
て
い
な
い
段
階
で
、
既
に
妊
婦
の
腹
の
中
に
来
世
の
肉
体
が

宿
っ
て
い
る
、
と
い
う
奇
妙
な
事
態
も
あ
り
の
ま
ま
に
描
か
れ
て

い
る
。

別
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
輪
廻
転
生
を
説
く
仏
僧
が
転
生

を
拒
絶
し
続
け
る
」
と
い
う
構
図
は
、『
甘
澤
謠
』「
圓
觀
」
お
よ

び
関
連
作
を
除
け
ば
凡
そ
前
例
が
見
ら
れ
ず
、
僧
侶
圓
觀
の
真
意

を
類
推
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
一
方
で
、
僧
侶
以
外
の
人
物

に
ま
つ
わ
る
転
生
譚
を
見
れ
ば
、
転
生
に
先
ん
じ
て
新
た
な
肉
体

を
得
て
い
た
と
い
う
展
開
が
、
唐
代
伝
奇
で
幾
つ
か
確
認
さ
れ

る
。
そ
こ
で
最
後
に
こ
の
種
の
作
品
を
紹
介
し
、
本
論
の
結
び
に

代
え
た
い
。

「
前
世
の
肉
体
（
僧
侶
以
外
）
が
死
ぬ
前
、
既
に
妊
婦
の
腹
に
来

世
の
肉
体
が
宿
っ
て
い
る
」
例
と
し
て
、
別
稿
で
は
唐
・
牛
僧
孺

『
玄
怪
録
』
巻
四
「
李
沈
」
に
登
場
す
る
李
擢
と
、唐
・
李
冗
『
獨

異
志
』「
李
源
鬼
友
」
に
登
場
す
る
武
十
三
を
指
摘
し
た（
20
）。

両
者

は
冥
府
の
役
人
で
あ
り
、
そ
の
立
場
故
に
自
身
の
転
生
先
の
情
報

を
事
前
に
把
握
で
き
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
に
対
し
て
、
唐
・
張
読
『
宣
室
志
』
巻
三
「
鄭
氏
女
離

魂
」（『
太
平
廣
記
』
巻
三
五
八
は
「
鄭
氏
女
」
と
表
記
）
で
は
、
転
生
の

遅
れ
た
事
情
が
説
明
さ
れ
る
。
あ
ら
す
じ
は
以
下
の
通
り
。

鄭
と
い
う
姓
の
知
事
に
は
幼
い
娘
が
い
た
が
、
病
気
が
ち

で
精
神
薄
弱
な
気
質
だ
っ
た
。
鄭
知
事
が
王
居
士
と
い
う
道

術
に
長
け
た
者
に
相
談
す
る
と
、「
こ
の
娘
は
病
気
で
は
な

く
、
生
魂
が
ま
だ
宿
っ
て
い
な
い
。
こ
の
娘
の
前
世
は
、
と

あ
る
県
の
長
官
の
何
某
だ
っ
た
が
、
生
来
善
行
を
重
ね
た
こ

と
で
、
本
来
の
寿
命
を
超
え
て
生
き
な
が
ら
え
て
い
た
。
今

年
九
十
歳
余
り
と
な
っ
て
い
る
。
今
日
が
そ
の
人
物
が
亡
く

な
る
日
で
、（
前
世
の
魂
が
よ
う
や
く
宿
る
こ
と
で
）
娘
も
快
復

す
る
だ
ろ
う
」
と
の
見
立
て
だ
っ
た
。
知
事
が
急
い
で
人
を

や
っ
て
当
該
の
場
所
に
向
か
わ
せ
る
と
、
本
当
に
そ
の
県
の

長
官
何
某
は
九
十
歳
過
ぎ
の
人
物
だ
っ
た
。

次
の
月
、
娘
は
突
然
酔
い
か
ら
醒
め
た
よ
う
に
な
っ
て
、

病
も
快
復
し
た
。
鄭
知
事
が
ま
た
人
を
や
っ
て
調
べ
て
み
る

と
、
娘
の
快
復
し
た
日
に
か
の
長
官
は
病
に
も
罹
ら
ず
に
大

往
生
を
遂
げ
て
い
た
と
分
か
っ
た
。

通
州
有
王
居
士
者
、
有
道
術
。
會
昌
中
、
刺
史
鄭
君
有
幼

女
、
甚
愛
之
、
而
自
幼
多
疾
、
若
神
魂
不
足
者
。
鄭
君
因
請
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居
士
、
居
士
曰
、「
此
女
非
疾
、
乃
生
魂
未
歸
其
身
。」
鄭
君

詢
其
事
、
居
士
曰
、「
某
縣
令
某
者
、
即
此
女
前
身
也
。
當

死
數
歲
矣
、
以
平
生
為
善
、
故
幽
冥
佑
之
得
過
期
。
今
年

九
十
餘
矣
。
今
卒
之
日
、
此
女
當
愈
。」
鄭
君
即
遣
人
馳
訪

之
、
其
令
果
九
十
餘
矣
。
後
月
、
其
女
忽
若
醉
醒
、
疾
愈
。

鄭
君
又
使
往
驗
之
、
令
以
女
疾
愈
之
日
無
疾
而
卒（
21
）。

『
宋
高
僧
傳
』
に
見
え
る
圓
觀
や
便
来
、或
い
は
『
玄
怪
録
』『
獨

異
志
』
で
は
、
転
生
の
当
事
者
に
と
っ
て
前
世
の
存
在
こ
そ
が
主

体
で
あ
り
、
告
白
の
後
に
転
生
を
遂
げ
る
こ
と
で
、
漸
く
産
ま
れ

た
赤
子
へ
と
主
体
が
移
る
、
と
い
う
構
図
だ
っ
た
。

し
か
し
「
鄭
氏
女
」
は
、
転
生
後
の
肉
体
が
主
体
と
な
っ
て
登

場
す
る
。
転
生
後
の
娘
が
生
ま
れ
た
後
も
前
世
の
長
官
は
存
命

で
、
前
世
と
現
世
二
つ
の
肉
体
が
同
時
に
存
在
す
る
と
い
う
、
一

層
奇
妙
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
娘
が
生
来
病
弱
・
神
経

薄
弱
で
あ
る
理
由
は
、
長
官
が
ま
だ
死
亡
し
て
い
な
い
か
ら
だ
、

と
説
明
さ
れ
る
。
恐
ら
く
は
、
長
官
の
魂
が
転
生
後
の
肉
体
に

移
っ
て
い
な
い
、
即
ち
正
し
く
輪
廻
転
生
を
遂
げ
て
い
な
い
こ
と

に
よ
る
障
害
だ
ろ
う
。
要
す
る
に
、「
圓
觀
」
等
の
作
品
で
は
「
原

理
原
則
か
ら
外
れ
た
転
生
＝
当
事
者
が
現
世
に
留
ま
り
、
新
た
な

肉
体
へ
移
動
し
な
い
」
こ
と
に
特
異
性
が
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し

て
、「
鄭
氏
女
離
魂
」
で
は
「
原
理
原
則
に
則
っ
て
転
生
＝
新
た

な
肉
体
が
誕
生
し
、
後
か
ら
前
世
の
魂
が
合
流
す
る
」
こ
と
に
特

異
性
が
あ
っ
た
。
な
お
か
つ
、
そ
こ
に
は
善
行
を
積
ん
だ
が
故
に

予
定
外
の
長
寿
を
遂
げ
た
為
、
と
い
う
相
応
の
理
由
が
付
与
さ
れ

て
い
る
。

転
生
前
と
転
生
後
、
ど
ち
ら
の
側
に
主
眼
を
置
く
か
に
よ
っ

て
、
転
生
を
巡
る
感
情
は
大
き
く
変
化
す
る
。
だ
が
、
原
理
原
則

を
枉
げ
る
逸
脱
行
為
を
誰
も
咎
め
な
い
、
と
い
う
点
で
は
双
方
共

通
し
て
い
る
。「
鄭
氏
女
」
で
は
、
父
親
の
視
点
で
物
語
が
進
行

す
る
が
、「
魂
が
合
流
す
れ
ば
問
題
が
解
決
す
る
」
と
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
と
、
そ
の
説
明
に
納
得
し
た
の
か
娘
の
病
状
を
不

安
視
す
る
描
写
も
な
く
、
長
官
の
状
況
を
見
守
る
こ
と
に
終
始
す

る
。
換
言
す
れ
ば
、
長
官
当
人
に
直
訴
す
る
な
ど
、
相
手
の
死
期

を
早
め
る
行
為
を
取
っ
て
い
な
い
。
そ
の
結
果
、
当
事
者
で
あ
る

長
官
は
、
こ
の
件
に
は
一
切
関
知
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
当
人

の
善
行
が
、
通
常
起
こ
り
得
な
い
奇
跡
を
生
み
出
し
た
の
に
、
そ

の
奇
跡
を
知
ら
ず
に
生
涯
を
全
う
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。
ま

た
、
後
日
談
が
付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
転
生
後
で
あ
る
娘

が
一
連
の
事
情
を
知
り
得
た
の
か
も
ま
た
不
明
で
あ
る
。

「
鄭
氏
女
」
と
は
、
唐
代
伝
奇
に
お
け
る
転
生
譚
の
中
で
も
、

新
た
な
要
素
を
備
え
た
作
品
で
は
な
い
か
。
唐
代
伝
奇
、
あ
る
い
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は
後
世
の
文
言
小
説
の
中
で
類
似
す
る
作
品
は
確
認
で
き
る
か
、

更
な
る
発
展
が
遂
げ
ら
れ
た
の
か
、
引
き
続
き
探
究
を
進
め
た
い
。

【
注
】

（
１
）	

加
納
留
美
子
「
転
生
す
る
僧
侶

│
蘇
軾
『
僧
圓
澤
傳
』

考
」（『
日
本
宋
代
文
学
学
会
報
』
第
一
〇
集
、
二
〇
二
三
年
）、

同
「
研
究
ノ
ー
ト　
『
甘
澤
謠
』「
圓
觀
」
お
よ
び
蘇
軾
「
僧

圓
澤
傳
」
訳
注
」（『
相
模
国
文
』
第
五
一
集
、
二
〇
二
三
年
）。

（
２
）	

金
岡
秀
友
等
監
修
『
仏
教
文
化
事
典
』（
佼
成
出
版
社
、

一
九
八
九
年
）
一
八
九
頁
の
記
述
を
参
照
。

（
３
）	

金
建
鋒
『
弘
道
与
垂
範　

釈
賛
寧
「
宋
高
僧
傳
」
研
究
』

（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
二
二
頁
。

（
４
）	

前
注
３
金
氏
二
三
頁
。

（
５
）	

前
注
３
金
氏
二
六
│

二
八
頁
。

（
６
）	

詔
修
僧
史
浙
江
濱
、
萬
卷
書
中
老
一
身
。
赴
闕
尚
留
支
遁

馬
、
援
毫
應
待
仲
尼
麟
。
溟
濛
雪
影
松
窗
曉
、
狼
籍
苔
花

竹
院
春
。
還
許
幽
齋
暫
相
訪
、
却
慚
陶
令
滿
衣
塵
。

（
７
）	

『
宋
高
僧
傳
』「
大
宋
高
僧
傳
序
」
に
「
其
正
傳
五
百
三
十
三

人
、
附
見
一
百
三
十
人
」
と
。
但
し
前
注
３
で
金
氏
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
現
行
の
『
宋
高
僧
傳
』
に
載
る
僧
侶
は

正
伝
五
三
一
人
、
附
伝
一
二
五
人
の
計
六
五
六
人
で
、
七

人
の
記
載
を
欠
く
（
一
二
一
頁
）。

（
８
）	

竺
沙
雅
章
『
宋
元
佛
教
文
化
史
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇

年
）
五
八
六
頁
。
但
し
五
割
近
く
で
は
な
く
、
前
注
７
に

あ
る
通
り
、
正
確
に
は
六
五
六
人
の
二
割
弱
を
占
め
る
に

留
ま
る
。
な
お
、
今
回
底
本
に
用
い
た
『
宋
高
僧
傳
』
を

検
め
れ
ば
、「
感
通
篇
」
に
は
正
伝
の
僧
侶
八
九
人
、
附

見
の
僧
侶
二
四
人
の
計
一
一
三
名
が
載
る
。
こ
れ
は
、
巻

二
〇
巻
頭
に
「
附
見
四
人
」
と
表
記
さ
れ
る
が
、
実
際
に

は
五
人
載
る
為
に
生
じ
た
齟
齬
で
あ
る
。
こ
の
五
人
の
う

ち
、「
圓
寂
」
は
巻
一
〇
「
唐
鄴
都
圓
寂
傳
」
と
内
容
が

重
複
す
る
（
前
注
３
金
氏
一
二
〇
頁
参
照
）。

（
９
）	

田
中
敬
信
「
梁
高
僧
伝
に
お
け
る
神
異
に
つ
い
て
」（『
印

度
學
佛
教
學
研
究
』
二
〇
巻
一
号
、
一
九
七
一
年
）
は
、「〔『
高
僧

傳
』
の
〕
高
僧
二
百
五
十
七
名
中
、
神
異
事
項
が
読
み
取

れ
る
人
数
は
、
百
四
十
一
名
と
な
り
高
僧
全
体
の
過
半
数

を
超
え
る
」
と
し
、
図
表
を
用
い
て
「
神
異
篇
」
の
高
僧 

二
十
名
全
員
が
神
異
を
発
揮
し
た
と
説
明
す
る
（
二
九
一
│ 

二
九
二
頁
）。

（
10
）	
楊
志
飛
『
賛
寧
「
宋
高
僧
傳
」
研
究
』（
巴
蜀
書
社
、

二
〇
一
六
年
）
四
〇
八
│

四
〇
九
頁
参
照
。
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（
11
）	

「
榮
辱
是
非
、
一
皆
均
等
」
と
い
う
文
言
は
、『
宋
高
僧
傳
』

が
原
典
と
し
た
『
甘
澤
謠
』「
圓
觀
」、『
舊
唐
書
』
お
よ

び
『
新
唐
書
』
李
源
伝
に
は
見
え
ず
、『
宋
高
僧
傳
』
で

は
「
圓
觀
」
以
外
で
確
認
さ
れ
な
い
。
賛
寧
自
身
が
、
李

源
を
高
く
評
価
し
て
い
た
と
見
做
せ
る
か
。

（
12
）	

前
注
１
加
納
留
美
子
「
転
生
す
る
僧
侶

│
蘇
軾
『
僧
圓

澤
傳
』
考
」
注
31
参
照
。

（
13
）	

前
注
８
竺
沙
雅
章
『
宋
元
佛
教
文
化
史
研
究
』
は
、「
圓

觀
傳
」
を
根
拠
に
『
宋
高
僧
傳
』
が
原
典
の
『
甘
澤
謠
』

で
な
く
、『
太
平
廣
記
』
の
表
記
に
拠
っ
て
い
た
と
指
摘

す
る
（
五
九
〇
頁
）。
賛
寧
が
複
数
の
史
料
を
活
用
し
た
傍

証
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
14
）	

冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
賛
寧
は
皇
帝
か
ら
の
信
任
の

下
、『
宋
高
僧
傳
』
を
は
じ
め
と
す
る
編
纂
事
業
に
従
事

し
、
史
館
を
務
め
て
い
た
。
そ
う
し
た
経
歴
に
照
ら
せ

ば
、
国
家
に
関
す
る
重
要
な
公
文
書
や
歴
史
資
料
に
も
ア

ク
セ
ス
す
る
こ
と
も
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高

い
。
前
注
３
金
建
鋒
『
弘
道
与
垂
範　

釈
賛
寧
「
宋
高
僧

傳
」
研
究
』
一
七
八
│

一
七
九
頁
参
照
。

（
15
）	

前
注
１
加
納
留
美
子
「
転
生
す
る
僧
侶

│
蘇
軾
『
僧
圓

澤
傳
』
考
」
第
２
章
参
照
。

（
16
）	

傅
璇
琮
『
李
德
裕
年
譜
』（
河
北
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）

九
八
│

一
一
六
頁
。
な
お
李
徳
裕
が
相
国
、
つ
ま
り
宰
相

を
拝
し
た
の
は
武
宗
の
開
成
五
年
（
八
四
〇
）
で
、『
宋
高

僧
傳
』
の
元
和
十
五
年
の
こ
と
で
は
な
い
。
中
国
で
は
、

先
人
へ
の
敬
意
を
示
す
為
に
、
そ
の
時
点
で
は
ま
だ
任
命

さ
れ
て
い
な
い
官
職
や
称
号
を
付
け
て
呼
ぶ
こ
と
が
あ

る
。
こ
こ
で
の
記
述
も
そ
の
一
例
と
考
え
ら
れ
る
。

（
17
）	

前
注
16
傅
璇
琮
『
李
德
裕
年
譜
』
は
、『
舊
唐
書
』
李
源

伝
の
表
記
を
誤
り
と
し
、『
唐
會
要
』
の
表
記
に
従
い
、

「
長
慶
二
年
三
月
、
薦
故
東
都
留
守
李
憕
子
源
爲
諫
議
大

夫
」
と
す
る
（
一
一
五
頁
）。

（
18
）	

『
新
唐
書
』
巻
一
九
一
李
源
伝
「
…
…
長
慶
初
、
年
八
十

矣
、
御
史
中
丞
李
德
裕
表
薦
源
…
…
穆
宗
下
詔
曰
、『
…
…

其
以
源
守
諫
議
大
夫
、
賜
緋
魚
袋
。』
…
…
源
頓
首
受
詔
、

謂
使
者
『
伏
疾
年
耄
、
不
堪
趨
拜
。』
即
附
表
謝
、
辭
吐

哀
慤
、
一
無
受
。
尋
卒
。」

（
19
）	

福
井
重
雅
「『
舊
唐
書
』
│
そ
の
蘇
本
の
研
究
序
説
│
」

（
早
稲
田
大
学
文
学
部
東
洋
史
研
究
室
編
『
中
国
正
史
の
基
礎
的
研

究
』、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
四
年
）
は
『
五
代
会
要
』

巻
一
八
前
代
史
を
引
き
、
五
代
後
晋
で
『
舊
唐
書
』
が
編

纂
さ
れ
た
際
、
唐
に
関
す
る
基
礎
史
料
と
し
て
、「
後
晉
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年
間
に
は
、
高
祖
か
ら
代
宗
〔
筆
者
注
：
唐
の
初
代
皇
帝
か
ら

第
十
一
代
皇
帝
〕
ま
で
の
紀
伝
体
に
よ
る
国
史
と
徳
宗
以
前

か
ら
文
宗
〔
筆
者
注
：
唐
の
第
十
二
代
皇
帝
か
ら
第
十
七
代
皇
帝
〕

に
い
た
る
各
皇
帝
の
実
録
が
残
存
し
、
そ
れ
以
降
の
時
代

は
欠
略
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
判
然
と
す
る
。
さ
ら
に

要
約
す
る
な
ら
ば
、
高
祖
か
ら
武
宗
の
初
期
に
到
る
ま
で

は
、
国
史
や
実
録
な
ど
の
祖
本
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
が
基

本
的
に
は
直
接
間
接
に
『
舊
唐
書
』
の
原
材
料
と
し
て
採

用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
」（
二
五
一
頁
）

と
指
摘
す
る
。
即
ち
、『
舊
唐
書
』
が
編
纂
さ
れ
た
際
、

依
拠
す
べ
き
国
史
は
完
璧
な
姿
で
は
残
っ
て
い
な
か
っ
た

為
、
不
足
を
補
う
べ
く
実
録
も
併
せ
て
用
い
た
の
で
あ
る
。

福
井
氏
の
説
明
を
踏
ま
え
れ
ば
、『
舊
唐
書
』
の
中
で

代
宗
は
紀
伝
体
の
国
史
に
、
穆
宗
は
編
年
体
の
実
録
に
、

そ
れ
ぞ
れ
由
来
す
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
李
徳
裕
奏
上
の

繋
年
の
不
一
致
、
即
ち
本
紀
と
列
伝
の
不
一
致
に
つ
い

て
、『
舊
唐
書
』
の
撰
者
が
依
拠
し
た
資
料
の
違
い
が
影

響
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
な
い
か
。
同
様
の
こ
と
が
、

或
い
は
賛
寧
『
宋
高
僧
傳
』「
圓
觀
傳
」
執
筆
時
に
影
響

し
た
か
も
し
れ
な
い
。

（
20
）	

前
注
１
加
納
留
美
子
「
転
生
す
る
僧
侶

│
蘇
軾
『
僧
圓

澤
傳
』
考
」
参
照
。
唐
・
牛
僧
孺
『
玄
怪
録
』
巻
四
「
李
沈
」

「
擢
曰
、『
非
也
。
擢
乃
冥
官
、
頃
為
洛
州
都
督
、
故
在
洛

多
時
。
陰
道
公
事
、
故
不
任
晝
、
乃
得
與
兄
同
遊
。
今
去

陰
遷
陽
、
托
孕
於
親
已
五
載
矣
。
所
以
歩
歩
邀
兄
者
、
意

有
所
托
』」。
唐
・
李
冗
『
獨
異
志
』「
李
源
鬼
友
」「
武
曰
、

『
與
子
訣
矣
』。
源
驚
訊
之
、
即
曰
『
某
非
世
人
也
。
為
國

掌
陰
兵
百
有
餘
年
、
凝
結
此
形
。
今
夕
、
托
質
於
張
氏
為

男
子
』」。

（
21
）	

本
文
は
張
永
欽
・
侯
志
明
点
校
『
宣
室
志
』（
中
華
書
局
、

一
九
八
三
年
）
よ
り
引
用
し
た
（
四
〇
頁
）。

�

（
本
学
准
教
授
）


	2025相模国文52号：学校用.pdf



